
Title 社会の経済的発達に関するミルの見解に就て
Sub Title
Author 榎本, 鉱治

Publisher 慶應義塾理財学会
Publication year 1925

Jtitle 三田学会雑誌 (Keio journal of economics). Vol.19, No.8 (1925. 8) ,p.1185(95)- 1211(121) 
JaLC DOI 10.14991/001.19250801-0095
Abstract
Notes
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00234610-19250801-

0095

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


社

會

の

經

濟

的

發

達
| :

關

す

る

1

ル

の

見

解('
:

就

て

、
 

橫

本

鑛

治

、 

^

: ;
ジ

ョ

ン

•
ヘ

ス

チ

ュ

ア

ー

ト

y

ミ

^

は
 
>
,
.其

0
著

「

經

濟

學

原

理」

の

序

論

中

に

社

會

の

經

濟

的

發

達

を

前

明

に

記

述

し

て 

居

る

。

而

し

て

彼

の

記

述

.の

主

要

な

る

目

的

は"
(

一
'

)

富

の

數

量

及

び

種

類

^
、

(
1

C
社

#

成

員

間

に

於

け

る

富

の 

分

配

樣

式

さ

に

就

て

諸

國

民

並

に

諸

時

代

に

願

著

な

る

差

異

の

存

す

る

ミ

/

」

を

說

明

す

る

に

あ

る

。

以

下

私

は

"

彼 

の

見

^

の

大

耍

を

^

介

す

る

。

.

.

.

即
ち
ミ
ル
の
見
解
に
從
へ
ば
、
社
曾
の
經

:濟
的
發
達
の
第
一
步
は
，
狩
獵
若
く
は
漁
撈
の
時
代
"
別
言
す
れ
ば
野 

»
狀
態(the 

hunting 

or 

fishing 

state) 

or 

the 

s
a
v
a
g
e

 

s
t
a
t
e
)

で
あ
る
。
現
今
の
人
間
社
會
は
、

j

般
に
植
物
の 

自
然
的
產
物
に
依
て
專
ら
其
の
生
活
を
維
持
す
る
も
の
で
は

な

い

0

併
し
乍
ら
多
く
の
®

人
は
、
今
も
你
ほ
狩
獵
漁 

撥
の
獲
物
に
依
て
の
み
其
の
生
活
を
維
持
す

る

の

で

あ

る

。

即
ち
蠻
人
の
衣
服
は
a
皮
で
あ
る
。
、又
彼
等
の
住
家—

 

ド
-一

K

ふ
：ょ
h
は
拿
ろ
小
屋—

は
丸
太
ど
か
樹
皮
S
か
を
以
て
手
輕
に
組
立
て
.ら
れ
、
而

も

「

時
間
位
に
て
興
の
儘
に 

拋
棄
せ
ら
る
、
乙
V
J
Sへ
あ
る
パ
更
に
彼
等
は
’
殆
ん
ざ
食
物
を
貯
藏
し
や
ぅ
^
心
懸
り
な
い
の
で
、
食
物
を
集
積 

す
る
こ
ミ
な
く
、
又
往
々
之
を
拋
置
し
て
後
に
多
大
の
缺
乏
を
威
す
る
こ
マ」

が
あ
る
:°

.-

笫

十

九

卷(

二
八
五)

社
#
の
經
濟
的
發
建
に
關
す
ゐ
ミ
か
の
見
解
に
就
て 

笫

八

號

.
九
五



锹

十

九

卷

,
:( 

二

八

六

)

社
#

の

經
濟
的
發
達
に
眺

す

る

の

見

解

に

就

て
 

第
'
號 

b

六

:'
去
れ
ば
斯
&
社
會
.に

於

け

，
る

甯

は

"
.
主

ビ

し

て

彼

等

&.纒

へ

る

獸

皮

ょ“
成
る
の
で
あ
る
。
其
の
他
富
ご
看
做
さ 

る
、
：も
の
に
は
、
多
數
»
:人
の
趣
味
の
中
：心V

J

な
る
僅
少
の
裝
飾
品
あ
り
、
或
る
粗
末
な
る
什
器
.办
6

、
彼
等
が
生 

存
手
段
：ミ
し
て
獲
物
を
殺
し
<
"又
は
敵
意
あ
る
柑
手V

J
®

ふ
た
め
の
*

器
あ
气
河
湖
を
横
斷
し
、
父
は
海
中
に
出 

漁
す
る
れ
め
’の
丸
木
^

Q
り
、
或
は
文
明
國
尻
の
毛
布
*
火
酒
’
煙
遛
等
ミ
究
換
す
る
た
め
に
蒐
集
し
把
る
或
る
種 

の
毛
皮
乃
至
荒
野
§
.
游
物
が
ゐ
る
。
你
ほ
外
國
の
產
物
も
Y
亦
之
を
貯
藏
し
て
消
费
サ
ざ
る
部
分
に
臌
す
る
で
あ
ら 

ぅ
0
更
に
斯
の
如
き
贫
弱
な
る
物
質
的
常(material 

w
e
a
l
t
h)

の
目
錄
中
に
抓
へ
ら
る
可
，n

i
®'
に
、
土
也
が
ゐ
る
。
 

勿
論
蠻
人
に
取
て
_の
±

地
は
1
作
產
の
要
具
に
相
違
な
き
も
へ
遙
か
k
統
治
甘
ら
れ
た
る
社
會
に
比
す
れ
ば
土
他
の 

利

用

せ

ら

る

、
こ
4

が
興
だ
少
な

い

の

で

あ
る
。：，而
も
何
ほ
土
地
は
、
彼
等
®

人
の
衣
食
の
源
羧
に
し
て
"
又
现
在 

の
所
ぞ
il
l

ょ
&

廣
沉
な
る
土
地
を
必
架
マ」
す
る
農
業
的
社
會
^
1
。&
日̂

C
6
m
m
u
n
i
t
y
)

が
£

,
に

^
 

X

9
 

3
の
十4

 

A
亦
)!
.場
價
値V

3
a
r
k
r

 table v
a
l
u
e

を
有
す
る
の
で
あ
.る
C
是
れ
が
、
人
間
の
字
在
亡
る
成
る
社
#
ト
汝 

.も
贫
闲
な
を
狀
態
で
あ

る

。

然
る
に
他
に
は
：、
遙
か
に
富
裕
な
る
社
食
が
®

な
か
ら
す
#

在
す
る
け
れ
ざ
も
、
«
の 

多
數
の
住
民
の
衣
食
ご
尉
安V」

に
關
す
る
狀
態
は
®

人
の
狀
態
に
、
比
し
て
毫
も
羨
盟
す
可
き
も
の
で
は
な
、、
の
で

前
述
の
11
1
?蠻
狀
態
に
|
,步
を
«

め
た
る
も
の
は
，
遙
妒
に
有
用
な
る
動
物
を
飼
背
す
る
時
代
で
あ
る
。
玆
に
於
て

pr
謂
牧
畜
時
代
若V

は
，遊
牧
時
代(pastoral 

or 

n
o
m
a
d

 

state〕

が
發
生
す
る
の
で
あ
る
ぶ
此
の
時
代
に
於
け
る
人
類

は
 

の

^

£
5̂

-

に

；

3̂

 

て
 

i

v 

m

v 

0
 

で

は

も

认

い

*
o 

^
8

1

/ 
h
u
, 

n

x
 

I

t
 
i

t

n

y
 

)

 

>
、

侬
て
：、
又
は
牛
鸪
羊
等
の
頭
數
を
部
々
增
.加
し
て
典
の
生
活
を
維
持
す
る
も
の
で
あ
，冬
0
、.此

，
の

狀

態

は

、
’
夫

自

費

は 

.於
て
甚
だ
翅
ま
し
念
も
の
^

る
の
み
な
‘ら
ず
、
又
進
步
を
促
す
れ
め
に
-
一
層
役
立
つ
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
此
り
0# 

代
に
至
れ
ば
遙
か
に
多
觉
の
赏
が
集
栩
せ
ら
る
.、
の
で
あ
る
。
即
ち
地
上
の
廣
大
な
る
天
然
の
牧
場
が
、
充
分
に
占 

^

せ
ら
れ
て
其
.の
弭
生
齑
の
及
ば
ざ
る
程
迅
速
に
泔
費
せ
ら
れ
ざ
る
限
{
へ
絕
え
ず
增
加
し
行
く
莫
大
な
る
生
活
資 

料
は
"
野
®

の
襲
來
ぐ」

食
肉
人
種
の
腕
力
若
く
は
奸
計V

J

に
對
し
て
家
畜
を
保
議
す
る
勞
働
V
J
Mぼ
等
し
念
勞
働
を 

以
て
"

苋
集
せ
ら
れ
又
保
存
せ
ら
れ
#

る
の
で
あ
る
。
故
に
活
動
的
節
儉
家
は
、
何
れ
も
彼
等
自
玢
の
努
力
に
依
て 

早
晚
牛
馬
羊
等
の
大
雜
を
所
洧
す
る
に
至
る
の
で
.あ
る
0

而
し
て
家
族
及
び
種
族
の
上
長
等
も
、
亦
其
の
順
從
苕
共 

の
努
力
に
依
て
■同
様
の
結」

果
を
得
る
の
で
あ
る
、
玆
^

於
て
遊
牧
時
代
に
は
。
所
有
物
伸
の
不
平
等
な
る
事
實
が
、 

生
す
る
の
で
.あ
る
:0
而
も
其
の
祺
實
は
1

野
蠻
時
代
に
於
て
は
殆
ん
ど
存
在
せ
ざ
る
.も
の
で
あ
る
。

.

.

.

.元
來
野
ft
米
開
の
時
代
に
在
り
て
は
例
人
^
雖
も
，
絕
對
的
必
要
品(absolute 

n
e
c
e
s
s
a
r
i
e
s
)

以
外
^

可
吻
を
も

所
冇
す
る
こ
へ
と
な
き
が
故
に
、

一.
度
典
の
缺
乏
を
來
し
た
る
場
合
に
は
、
夹
等
の
絕
對
的
必
耍
n
gを
さ
へ
自
己
の
所 

風
秫
族
备
員
^
分
與
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
然
る
に
遊
牧
時
代
に
於
て
ば
"
或
る
考
は
多
數
の
人
口
を
支 

:
:
:
#す

：る
に
；
足

る

程

豐

甯

.に
家
齑
を
所
有
す
.る
S

同
.時
に
、
又
他
の
者
は
幾
分
餘
計
の
頭
數
マ
否
俎
ふ
に
全
然
ー
頭
の 

家
畜
を
さ
，.へ
占
有
保
持
’せ
，ん
S

X
夫
せ
ざ
る
の
有
様
で
あ
る
。
併
し
勿 

河
と 

な
れ
ば
裕
福
な
る
渚
は
、
興
の
餘
_
物
仲
を
使
用
し
て
貧
窮
な
る
者
を
« '
持
す
る
以
外
に
、
何
等
な
す
こVJ

な
さV」

.
丨

训
:(
:

又

彼

等

の

關

係

せ

る

人

口

.の
增
加
は
、
悉
く
安
金W

權
カ
マJ (security 

s
d 

|
5
0

名
€ご
の
«

加
を
意
^
す

る

が

： 

故
て
あ
る
，
.欺
の
如
く
し
て
窗
裕
な
る
者
は
堪
に
統
治
ざ
撒
督
^

(
g
o
v
e
r
n
m
e
n
t

 

a
n
d

 s
u
p
e
r
i
n
t
e
n
d
e
n
c
e
)

の
勞
働
に

笫
十
九
卷
-

(

ニ
八
七〕

社
會
の
經
濟
的
發
雄
に
關
す
る
ミ
ル
の
見
解
に
就
-c
笫
八
號 

九
b



笊
十
九
卷(

二
八
八)

.
社
宵
の
-終
濟
的
i

に
關
す
る
ミ
か
の
“見
解
に
就
又 

第
八
號 

九
八

:
:
:
.の
み
，從

事

し
*

而
も
戦
爭
の
場
合
に
は
#

闘
し
"
又
弗
時
の
場
合
に
は
奉
仕
す
可
き
從
者
を
取
得
す
る
能
力
を
與
へ 

ら
る
、
に
至
る
の
で
あ
る
。

斯
る
時
代
の
耻
會
に
於
け
る
特
長
の

一
は
、

社
#

の
一
部
又
は
..或
る
程
度
に
於
て
社
會
の
全
部
が
？
間
暇
を
有
す 

:
:
:丨
广
そ
^
ミ
い
是
れ
で
ぁ
る
-0

.
要
な
る
休
息
に
用
ひ
ら
る
、
の
で
あ
6
。
斯
の
如
&

生
活
は
"
新
穴
な
る
慾
蜇(

3
矣w

a
n
t
s)

の
發
達
し
取
て
頗
る 

.
好
都
合
に
し
て
、
又
夫
等
の
新
愁
M

滿
足
の
可
能
性(

a

 

possibility 

of 

their 

gratifkation)

?:
開

く

の

端

緒

で

あ

.る
。
 

，' 

•
.

.然
ら
ば
新
12
に
發
生
す
る
愁
望
ど
は
、
何
ぞ
や
。
先
づ
第
一
に
發
生
す
る
愁
望
は
、
野
®
未
開
の
時
代
に
於
て
滿 

足
せ
る
も
の
ょ
o

i

l

®優
良
な
る
衣
服
、
什
器
、
及
び
道
具
に
對
す
る
欲
泶(

d
e
s
i
r
e
)

で
あ
る
C
而
し
て
餘
刺
の 

，
食
物
は
"
秫
族
の
1
部
の
努
カ
を
斯
る
目
的
に
充
當
せ
し
ひ
る
た
め
に
之
を
用
ふ
る
の
で
ぁ
る
。
去
れ
ば
總
て
の
否
、

多
ぐ
0:
遊
牧
時
代
に
於
て
吾
々
の
發
兒
す
る
も
の
.は
、
粗
品
の
家
內
製
造
な
れ
^
も
"
時
に
此
の
遊
收
時
代
に
於
て 

丨
精
品
の
：.家
.內
製
造
を
見
る
こ
ビ
も
ぁ
る
。

而
し
て
幾
多
の
蹬
據
の
指
示
す
る
所
に
依
れ
ば
"
近
仳
文
明
の
發
生
地
た 

.る
夫
，等
，の
：遊
牧
地
は
、

一
而
に
於
て
は
今
も
你
ほ
槪
ね
遊
收
時
代
の
域
を
脫
却
し
得
な
い
け
れV」

も
"
他
面
に
於
て 

.

は
羊V

T

衣
服
用
の
：

s
i

r

織
布
、
染
笆
や
、
皮
革
.の
調
製
や
、
又
は
一
層
困
纖
な
る
發
明
V
J
Mは

る

、
も

の

"

例
へ 

.

.

.
は
金
腸
刹
^:
の
發
少
の
如
さ
も
の
に
.就
て
は
、
«

々
の
-
*練
の
發
拘
せ
ら
れ
fe
る
こ
マ」
を
^
.る
の
*て
あ
る
。
且
ff
i
辯
.

.的

科

學(speculative 

s
c
i
e
n
c
e
)

の
曙
光
を
姑
た
る
は
，
社
龠
的
進
步
の
斯
る
時
代
^
於
け
る
.特
長
た
る
所
謂
11
1]
暇 

(
l
e
f
u
r
o
y

の
事
實
に$

x
v

{

の
.で
：も
名
。
裯
.
'へ
ば
初
期
の
文
，銳
.察

の

，如

さ

も

、

U

ぼ
信
憑
し
得
可

'
き
修
說
に
，依
れ

.
 

|

ば
、
カ
ル
'デ
ィ
ス
ァ(

c
h
a
l
d
s
v

co
收
牟
者
等
の
行
へ
る
所
で
あ
る
.マ」

ま
ふ
。

S

热
て
人
類
の
惯
齊
に
於
け
る
.

I

大
變
化
は
至
雛
に
し
て
、

一
般
に
は
之
を
苦
傭
ヾ」

し
、
或
は
之
を
遂
行
す
る
も
® 

る
遲
々
た
る
の
有
様
な
る
が
故
に
、
«!
:
•#:
.
に
於
て
斯
く
牧
畜
時
代
が
農
業
時
代(

a
u
c
u
l
t
u
r
a
l

 

state)
へ
ど
推
移
す 

る
こ
ど
は
、
'
*だ
容
易
^
、ら
ざ
る
所
で
あ
る
け
れV」

も•

而
も
其
の
變
化
は
、
所
謂
出
來
事
の
自
然
的
行
程
甚
§
丨
 

taneous 

course 

of 

e
v
e
n
t
s
)

に
屬
す
る
の
で
あ
る
。
即
ち
人
ロ
ど
家
畜
S

の
増
加
が
、
繼
て
自
镇
の
牧
遨
を
供
給
す
る 

地
球
の
能
力
に
0

迫
を
加
ふ
る
に
M
り
-

斯
く
し
て
此
の
原
因
の
た
め
に
始
め
て
土
地
の
耕
耘
が
促
3

る
、
に
赛
る 

は
>

.®
少
の
疑
間
も
容
れ
ざ
る
所
で
め
る
？
'而
し
て
其
の
狀
態
は
*
恰
^
も
之
に
.瓯
ぐ
時
代
に
於
て
同
樣
の
原
因
の 

た
め
：に
，未
：だ
遊
收
時
代
を
脫
せ
ざ
る
國
民
の
.
大
群
が
先
づ
.
旣
に
農
業
時
代
に
入
れ
る
國
民
の
土
地
を
奪
取
す
る
に
至 

り
ノ
其
の
■結
架
幾
何
も
な
ズ
農
業
時
代
に
入
れ
る
_
民
が
斯
る
«
入
者
を
擊
退
す
る
に
足
る
勢
力
を
維
持
す
る
に
M 

h

v

て

侵
入
‘せ
る
!!
民
も
亦
逸
出
す
る
に
途
な
ぐ
、
遂
に
農
業
的
社
會V」

な
ら
ざ
る
を
得
ざ
るV」

相
似
て
居
る
、

妇
し
li
t

,
大
B
級
力
一
度
1ー71
成
.せ
ら
ぞ
た
る
後
、
次
で
到
來
す
る
.人
類
の
*

步
は
、
丨̂
0

々
a

る
'狀
態
の
結
合
せ 

る 

一
ニ
の
/&
例
を
’除
け
ば
ー
豫
想
せ
ら
れ
得
る
.程
に
甚
だ
急
速
な
.ら
ざ
る
も
の
\
如
く
で
あ
る
。
勿
論
土
地
が
璜
も 

贫
弱
な
る
耕
作
方
法
に
對
し
て
供
鉛
し
得
る
食
物
の
數
最
と
雖
も
、
純
然
た
る
牧
畜
時
代
に
於
て
取
得
せ
ら
れ
得
る
. 

も
の
に
優
.る
：こ
：ご
搏
々
な
る
が
故
に
、
其
の
結
果
は
必
ず
や
人
口
の
一
太
增
加
じ
め
る
。
而
し
て
.此
の
附
加
的
食
物 

は
、
晚
/:
1
大
咐
加
的
.勞
麵
1;
^

依
て
の
.み
取
得
せ
ら
る
、
の
で
あ
：る
。
去
れ
ば
農
夫
は
、
祺
に
遊
牧
的
人
民
ょ
り 

遙
か
に
備
少
な
な
間
暇
を
有
す
る
の
み
な
ら
T
、
.又
長
钷
使
用
し
來
れ
る
ー
而
も
大
部
分
の
地
方
に
於
て
今
も
栉
ほ
.
.

'
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1
0
0 

W

止
不
用
と
な
ら
ざ
る
I

不
完
全
0.
道
具
€
不
熟
練
の
過
程
0
日
3
み
&
 tools 

a
n
d

 

unskilful 

processes) 

V」

を
有 

す
'る
^
過
ぎ
ざ
る
が
故
に
!>
1
般
農
夫
ば
、
氣
候
さ
土
壊
ど
の
頗
る
有
利
な
る
狀
態
に
在
る
^

非
ず
ん
ば
、
自
己
に 

,

.

_

必
要
な
る
消
#

以
上
に
*

物
.の
0

0

$

M

に
生
產
し
て
、
他
部
！
：.の
產
業
，に
從
事
せ
る
勞
働
：者
の
凡
ゆ
る
大
階
級 

を
.扶
持
す
：る
乙
ど
は
:"
到
應
な
し
雛
刍
所
で
お
る
。
而
も
其
の
餘
剩
ず
ら
>

其
の
多
少
.を
論
せ
ず
、
生
産
者
の
從
麗 

せ
る
政
府
が
、
勝
又
優
越
的
威
力(

s
u
p
e
r
i
o
r『

0

8)

を
以
て
劳
く
は
從
觸
？
云
ふ
宗
敎
的
或
は
傅
統
的
感
1

ョ
％
ぎ
5 

o
r

 

traditlonarfeeHngs 

o
f

 subordination)

を
利
用
し
て
此
の
地
の
領
主
ビ
な
れ
る
個
人
か
、
ニ
者
其
の
一
に
依
て 

生
產
者
の
字
ょ
り
常
に
沒
收
せ
ら
る
、
の
で
あ
る
。

斯
く
® ;
府
に
侬
る
沒
吡：：.

:vp
p
5
p
r
i
a
t
i
o
n
)

の
最
初
の
糠
式
と
そ
"

史
的
記
錄
の
存
在
以
前
ょ
り
鹿
細
蓝
平
原

 ̂

割
據
し
^

る
諸
大
：王
國
の
特
丧
で
あ
る
0
勿
論
夫
等
の
國
に
於
け
る
政
府
な
る
も
の
も
，
刷
王
自
身
の
性
質
^
從
ひ 

其
の
本
質
k
も
數
多
寬
酷
の
寒
異
が
あ
つ
た
け
れ
ざ
も
"
而
も
其
の
耕
転
卷
に
單
な
る
必
耍
品
を
殘
し
置
く
に
過
‘ぎ 

.，

.ざ
る
こ
ど
は
、
決
し
て
稀
有
で
は
な
が
つ
た
イ
而
し
て
其
の
政
府
の
沒
收
す
る
所
は
、
時
？
し
て
耕
耘
者
の
必
恶
品 

> 

. 

:
に
さ
へ
■及
ぶ
i

ヾ

」

あ
る
が
故
に
、
政
府
自
體
は
、
_
耘
者
の
所
有
物
件 

一B

を
沒
收
し
た
る
後
k

、
興
び
被
沒
收
者 

,

た
る
農
民
は
：鲥
し
て
其
の
沒
收
し
た
る
所
の
一
部
分
を
贷
附
け
ざ
る
可
ら
ざ
る
褂
實
を
知
る
こ
と
が
甚
だ
多
い
の
で 

あ
る
。
然
ら
ず
ん
ば
、
被
沒
收
者
は
、

1

粒
の
秫
子
を
さ
へ
得
難
く
>
近
に
次
囘
の
收
獲
時
期
迄
其
の
生
活
を
維
持 

,

す
る
こ
.と
が
出
來
な
い
の
で
あ
，る
。
即
ち
此
の
時
代
に
於
け
る
人
民
の
大
多
數
は
、
頗
る
貧
弱
に
給
與
せ
ら
る
、
に 

反
し
て
、
政
府
ば
多
數
の
人
民
よ
6
夫
々
少
額
の
贯
枧(

s
p
t
r
i
b
u
t
i
g
s
)

を
.徴
集
L

て
、
其
の
管
理
に
太
過
な
け
れ 

ば
兆
の
社
會
の
ー
股
狀
態
に
比
ム
て
‘甚
だ
：裕
福
な
る
外
觀
を
呈
示
し
得
_る
の
で
6
る
。

「

玆
化
於
て
來
徉
諸
國
の
亙
富
k
就
て
棺
弊
的
印
象
，か
生
じ
.た
の
で
あ
る
。
而
し
て
歐
洲
諸
國
の
人
々
が
之
に
關
す 

.

.る
故
惑
を
擗
明
し
た
る
は
、
極
め
：て
，最
近
の
斯
實
で
あ
る
。
今
徵
桃
R
從
事
す
'る
人
々
の
掌
中
に
入
る
大
部
分
を
考 

僦
^
加

へ
す
マ」

す
る
も
，
此
の
_

贸
に
關
係
す
る
者
^

は
？
元
酋
の
直
接
家
族
以
外
に
、
勿
論
多
數
の
國
民
が
あ
る
0 

_

即
ち
此
.の
常
の
太
部
分
は
.
"
.政
府
め
歌
：職
員
間
及
'び
元
首
の
恩
镏
者
間
に
分
配
せ
ら
る
、
の
：で
あ
る
。
而
し
て
偶
 々

公
益
事
業
に
投
資
す
る
こ
ど
め
ろ
も
、
逞
れ
は
其
の
一
部
分
に
過
ぎ
な
い
。
例
へ
ば
熱
帶
地
に
於
け
る
耕
作
用
の
水 

溜
*
難
卯
、
灌
«
用

の

運

河

.、
，
或
は
河

川

の

堤

防"
或
は
市

場
贫

|

)

.或
は
衍
泊
所
等—

總
て
是
等
は
ノ
典
の
.利 

用
港
の
所
持
す
る
你
少
の
资
金
を
以
七
な
し
得
る
も
の
て
は
な
い
"
勢
ひ
之
が
建
設
：經
營
は
い
上
級
諸
侯
の
仁
心
に 

:
.ン
依
る
か
、
^

ぐ
は
赏
•蒙
の
懇
著 

常

.

k
直
接
成
は
間
接
に
公
的
收
入
ょ
り
抽
出
せ
ら
る
、
も
の
な
る
が
故
に
、
結
局
多
く
は
元
首
が
公
的
收
入
の1

部
分 

を
直
接
^
授
與
し
れ
る
事
に
起
因
す
る
毛
の
で
あ
る
。

斯
る
-»
.會
の
統
治
者
は
"

彼
.
N

の̂
維
持
、
及
び
彼
と
利
害
を
共
に
す
る
人
民j

切
の
維
持
^
多
額
の
支
出
を
な 

し
、
而
し
て
彼
の
安
全
卯
ち
彼
の
阈
家
に
必
粟
ビ
考
ふ
る
丈
け
多
擻
の
兵
士
の
扶
持
に
支
出
し
た
る
後
に
於
て
も
、 

尙
ほ
彼
の
手
許
に
は
彼
の
自
^

に
處
分
し
得
る
金
額
が
■

存
す
る
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
統
治
者
は
、
進
ん
で
此
の 

_
.残
餘
の
金
額
を
以
て
、
彼
の
.嗜
好
に
適
應
せ
る
*

侈

品(articles 

o
f

 l
u
x
u
r
y)

の
交
換
入
手
に
努
め
る
の
で
あ
るo 

又
斯
る
殘
额
が
為
れ
ば
こ
そ
，
統
治
者
の
恩
镏
や
"：

公
的
收
入
の
取
扱
は
依
て
裕
福
5
な
れ
る
人
々
：の
階
級
も
存
在 

す
る
の
で
あ
る
。
®r
く
し
て
狹
小
裕
福
の
市
勘
^
適
應
せ
る
精
巧
高
價
の
製
造
品
に
.對
す
る
需
要
が
生
ず
る
の
で
あ 

る
o
此
の
需
要
に
對
し
て
は
、
屢
々
遥
か
^

進
步
し
た
る
社
#

の
商
人
が
®

、ら
供
給
す
る
も
の
で
は
あ
る
け
れ
S

も
、

節
十
九
卷
.

ハ
ー
ー
九
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濟
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就
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第
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一
 

1九
ー
1

〕

：;
社
會
の
机
濟
的
.發
途
に
關
す
る
/y
の

見

解

に

就

て

^
>\
^

I 

3 
二

丧
れ
は
亦
往
々
自
國
內
に
工
匠
な
る
隙
級(class 

o
f

 a
r
s
e
s
)

を
發
往
せ
し
む
る
に
至
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
此 

の
H

E
階
級
は
..
'
'或
る
*

の
，エ
業
を
極
め
て
優
秀
な
る
程
度
^
、
詳
言
す
れ
ば
其
の
性
質
に
關
し
て
何
等
多
大
の
知 

識
を
具
有
：せ
ざ
る
も
、「：

辛
抱
や
、
敏
速
な
る
知
覺
及
び
觀
察
や
、
手
エ
的
巧
妙
等
^
侬
て
製
造
し
得
る
极
度
に
迄
も 

發
達
せ
し
む
る
も
の
で
あ
る
タ
例
へ
：ば
印
度
の
綿
布
エ
業
の
如
き
是
れ
で
あ
る
。

然
ら
ば
避
等
の
エ
随
は
何
^

依
で
扶
持
せ
ら
る
.、

か

。

即

ち

政

府

並

.に
宫
班
が
收
益
の
分
前
f

s-
a
r
e
 

o
f

 

t
h
e

 

9
30»
1̂

)

と
し
て
取
得
す
る
餘
剩
食
物
^
'侬
て
、
彼
等
工
匠
は
扶
持
せ
ら
る
、
の
で
あ
る
。
今
斯
る
場
合
を
^
も
文 

字
通
b

k
表
示
せ
ろ
實
例
が
あ
る
。
即
ぢ
或
る
國
k

於
け
るH

匠
ば
、
自
宅
に
て
仕
事
を
し
て
.典
の
完
成
亡

る

場
合 

に
若
干
の
賃
銀
を
支
拂
は
る
、
に
は
非
ず
し
て
、
彼
は
道
具
を
携
帶
し
て
彼
の
消
*,
者
の
家
庭
に
赴
气
其
の
仕
事 

の
完
成
す
る
迄
興
の
家
に
滯
在
す
る
の
で
あ
る

0::
」

.

併
し
乍
ら
斯
る
時
代
の
社
#

に
於
て
は
"

總
て
.の
所
有
物
件
が
不
安
危
險
の
狀
態
に
'あ
る
が
故
k

，
.
最

も

富

裕

な

顧
客
す
ら
、
不
朽
の
性
質
を
有
し
，
a

又
容
積
の
細
小
な

る

に
此
し
莫
大
な
る
價
«

を
具
ふ
，る
、

(
containing: great

value 

in 

small 

b
u
l
k
)

が
如
き
"
_
!!
若
く
は
：運
搬
に
適
應
せ
る
物
：品
を
撰
擇
す
る
に
至
る
の
で
あ
る
。
故
に
萸
金

，ど
寶
玉
と
は
、
是
等
の
阖
に
於
け
る
富
の
火
部
分
を
形
成
す
る
も
の
に
し
て
、
例
へ
ば
多
く
の
富
裕
な
る
取
細
迪
人

の
如
き
は
，
殆
んV

>

彼
の
全
財
症
を
ば
彼
の
身
體
V
Jff
i

妾
の
身
體
S
に
纏
は
し
む
る
有
樣
で
あ
る
。
去
れ
ば
君
主
以

外
に
は
、
容
易
^
移
轉
し
雛
き
樣
式
に
於
て
彼
の
富
を
投
じ
や
ぅ
士
考
ふ
る
も
の
は
、

一
人
も
な
い
の
•て
あ
る
0
然

る
に
君
主
は
、T

度
自
己
の
壬
位
の
安
全
な
名
を
知
-

て̂
、
當
然
之
を
自
己
の
子
孫
に
讓
渡
し
得
る
を
信
中
れ
ば
、

時
；
に

彼

は

、
W

の
趣
味
を
永
續
的
建
S

物
に
怒
に
す
る
>.
V
と
.が
ゐ
る
o

斯
，-i
て
建
設
^、- O

ル
た
る
：も
の
に
' 

埃
及

の
ビ
ラ
ミ
ツ
ド(the 

F
y
r
a
m
l
d
s
)

あ
9

、
又
セ
ク
ン
ド
ラ
，®
タ
ジ
ュ
，
マ—

ル
及
び
^

I
ソ
リー

ア
ムfthe 

T
a
w

,Me
h
a
l

 

a
n
d

 

t
h
e

 

M
a
u
s
o
l
e
u
m

 

at 

S
e
k
u
n
d
!
a〕

が
あ
る
。因
に
後
者
は
何
れ
も
著
名
な
る
大
建
築
物
で
あ
る
。

次
^

翁
転
者
の
慾
望
を
滿
M
せ
し
む
る
簡
單
な
る
製
造
工
業
は
"

各
地
の
部
落
に
於
け
る
エ
匠
^
依
て
經
特
せ
ら 

る

、
も

の

に

し

V

ク
彼
等
工
匠
は
、
•其
の
報
酬
ど
し
て
或
は
無
地
代
に
て(rent-free)

耕
耘
し
得
る
土
地
を
給
與
せ 

ら
れ
、
成
は
政
府
が
村
路
の
人
々
.に
對
し
て
取
殘
し
た
る
收
糙
作
物
中
ょ
$
實
物
賃
銀
を
支
給
せ
ら
る
、
ハ

3

 

to 

t
h
e
m

 

I
n
k
i
n
d
〕

の
で
あ
る
。
勿
論
此
の
時
代
の
社
會
k
於
て
も
，
所
謂
商
人
な
る
階
級(mercantile 

class)
が
全 

然
缺
如
ぜ
る
も
の
で
は
な
い
。
即
ち
當
時
の
商
人
階
級
は
、
穀
商(

g
r
a
b

 

dealers)

及
び
金
贷(

m
o
n
e
y

 

deilers)

の
ニ 

部
ょ
{
成
る
，の
で
あ
る
。
而
し
て
榖
商
は
、
€

ち
に
生
'辑
者
ょ
6
穀
物
を
購
入
す
る
こ
ど
な
く
し
て
、
政
讦
班
員
ょ 

$

琢
ら
穀
物
を
_

入
す
る
の
で
あ
る
。
何V」

な
れ
ば
政
府
史
員
は
ノ
政
府
の
收
入
を
實
物
に
て
收
受
す
れ
ご
も
> 
其 

の
收
受
し
た
る
穀
物
を
ば
、
君
主
、
文
武
の
大
常
、
；多
數
の
軍
隊
、
是
等
各
稱
の
人
々
の
慾
望
を
売
延
せ
し
ひ
る
エ
. 

.
^等
の
»

住
せ
る
場
所
べ
：運
搬
す
.る
仕
事
は
、
乏
を
好
ん
で
他
人
^

委
任
す
る
が
故
で
あ
る
。
又
金
貸
は
、
不

作

若
■ 

.ぐ
は
納
税
に
依
て
困
窮
せ
る
場
合
に
不
幸
な
る
農
夫
に
對
し
て
生
活
維
持
及
び
耕
耘
繼
續
の
資
金
を
貨
附
け
、
而
も 

次
冏
の
收
欐
^
際
し
て
其
の
返
濟
を
受
く
る
場
合
に
は
’
莫
大
な
る
利
子
を
徵
收
す
る
の
で
あ
る
。
然
ら
ず
ん
ば
金 

贷
.は
ー
火
规
模
の
貸
附
を
行
ぷ
も
：の
^

し
て
、
典
の
：相
手
は
"
政
府
か
若
<
は
政
府
.が
收
入
の
一
部
分
を
授
與
す
る
人 

々
か
で
あ
る
。
而
し
て
金
貸
が
其
の
報
憤
と
し
て
受
く
る
所
は
、
徵
税
の
一
部
分
の
委
記
讓
渡
か
、
若
く
は
或
る
地
方 

.の
納
桃
區
域
ク
所
^

移
呢
か
■で
あ
る
ル
ぐ
し
て
.兩
^

は
、
其
.の
受
.領
收
入
の
中
ょ
6
借
金
を
返
濟
す
る
の
で
あ
る
。
 

，玆
に
於
て
如
上
，の
事
實
を
許
容
す
る
だ
め
に
は
ー
同
時
に
其
の
政
府
の
諸
權
力
の
大
部
分
は
、
.彼
等
金
货
の
手
に
移

笫
十
九
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さ
れ
て
、
其
の
抵
當
納
桃
區
域
が
貢
戾
さ
る
、
か
、
若
ぐ
は
斯
る
區
域
の
收
入
が
債
務
を
完
濟
す
る
迄
金
貸
の

S

侬
て
諸
權
カ
が
行
使
せ
ら
，る
；、
の
を
常
と
す
る
の
で
あ
る
。
斯
の
如
^

>
て
是
等
兩
商
人
階
級
0
商
業
的
作
用
は
專

ら
K

の
政
府
の
收
入
を
形
成
す
る
_
內
收
益
の
上
に
及
ぼ
す
も
の
で
あ
る
0
即
ち
商
人
階
級
の
資
本(capital>

は
、典

の
收
入
の
中
よ
立
疋
期
的
に
利
潤
ハ
1

5

を
附
し
.て
返
濟
せ
ら
れ
、
又
其
の
收
入
は
.、
槪
ね
商
人
の
本
股
的
資
金

(
t
h
d
r

 

o
r
i
g
f

 

f
u
n
d
s

i ¥J

齎
ら
す
*
泉
‘で
’あ
J
9
i
°是
れ
は
■>
其
の1

般
的
特
色
よ
b
觀
て
、
服
細
龃
諸
國
の
經
濟
狀

態
で
あ
る
。
然
り
，
斯
る
經
濟
狀
態
は
、
眞
の
歴
史
の
開
始
以
前
よ
6
存
在
せ
る
所
に
し
て
、
又
外
國
の
勢
力
に
蹂

W
せ
ら
れ
ざ
る
が
故
^

>
今
日
に
於
て
も(

一
八
四
八
年)

不
變
の
有
樣
.で
あ
る
。

.

.

.
V

:

:

四 

ノ

.

然
る
^
古
代
歐
羅
巴
の
農
業
的
妣
會
^
於
け
る
趨
勢
は
、
前
述
の
事
實
ミ
大
い
に
*1
違
せ
る
も
の
で
あ
る
。
興
の

起
浞
よ
6
觀
れ
ば
是
等
の
農
業
的
社
會
は
、
槪

ね

狹

小

.^
る
都
市
的
共
同
B1
體(

t
o
w
n
-
c
o
m
m
u
n
〖ties)

に
し
て
、
即
ち

前
人
未
住
の
土
地
又
ば
前
人
を
放
逐
せ
る
土
地
に
於
て
斯
る
祉
會
を
初
め
て
ft
Bt
す
る
に
.際
し
て
は
、
所
®
の
土
地

は
、
之
を
典
の
社
會
の
纖
成
’家
族
間
‘に
规
則
正
し
く
、
或
は
平
等
に
、
或
は
等
級
を
設
け
て
"
分
配g

賦
し
れ
る
も
の

で
あ
る
。
成
る
場
合
に
は
-*
都
市
の
.代
り
^
、
數
都
市
が
一
大
同
傲
9

federation)

を
締
結
す
る
こV」

も
あ
る
。
而

し
9
是
等
の
都
市
の
住
民
は
、ぃ：‘同

-
人

：種

に

し

て

、
：
又

籼

ぽ

向

一

時

期

^
其

の

地

：に

移

住

し

穴

と

推

宠

せ

ら

6
、

の

で
和
る
バ
總
て
の
家
族
は
、
夫
自
釙
一
の
食
物
と
衣
服
原
料
,ビ
を
生
避
す
る
も
の
^
し
て
>
.是
等
の
衣
服
原
料
は
、
通

常

1

家
の
婦
人
の
平
に
依
て
、
典
の
時
代
を
滿
足
せ
し
め
た
る
W

單
な
るH

業
に
使
用
せ
ら
れ
し
も
の
て
>の
る
。

」

来
h
ば
.常
#に

？；！、

租

稅

o
=
a
.:
'
x
lv.
-
が
：全

然

；；：

^
^
.つ
た
'0
何
}
な

れ

ば
.當

時
0
敗
#
;に

はr

俸

給

を

支

，拂.ふ

河
.
§
进

負
'

な
き
か
、
.

若
<
 
は
斯
る
吏
員
あ
b
 

eす
，る
も
彼
等
の
俸
給
は
‘、
‘國
家
'が
奴
隸
を
しV

耕
転
せ
し
む
る
保
留
土
地
：の
收

, 

•
. 

.

獲
の
中
ょ
り
支
出
せ
ら
れ
穴
か
ら
で
'*
る
。
而
し
：て
軍
隊
は
、
今
日VJ.

異
な
i

て
市
民
全
.體
.ょ
.り
鈕
織
せ
ら
.れ
.
^
も 

の
で
あ
：る
_。：
：故
れ
土
地
の
佥
收
益
は
、_

何
等
の
削
滅
.を
,被
む
ら
ず
し
て
、
，典
の
土
地
を
耕
耘
せ
る
家
族
.の
所
有
ド
蹄 

し
た
の
'で
あ
る
。
世
態9

進
步
が
斯
る
財
產
の
分
配
.を
是
認
し
*
又
.繼
«
せ
し
む
.る
'限
り
、
此
.の
社
.會

狀

態

は
0
 

■は
餅
転
*(

f
r
e
e
-
c
u
l
t
i
v
a
t
o
r
s

)

o
.
*# :
ft
(:
JR
't
,
、
恐
ら
く
6«
ま
し
き
も
0

で
あ
つ
^
ら
.ぅ
.
0

.

,
mし
て
斯
る
«:
看
(:
茌
り
て
は
，
時
に
人
智
の
進
步
の
頗
る
急
速
且
目
覺
ま
し
き
場
合
：：が
あ
る
。
殊
に
斯
る
现
象 

の
發
.生
せ
る
所
は
、
對
岸
^

開
化
ぜ
る
ス
釋
を
控
へ
た
る
氣
候
佳
良
の
海
邊
て
あ
る
。
斯
る
社.

會
の
入
々
は
.外
國
の 

商
物
に
接
し
"

又
其
の
«1
念
及
び
發
明
を
知
る
一
を
多
.き
が
故
；̂.
"
幾
何
も
な
く
對
岸
の
典
同
社
會
ぞ
關
係
を
結
ぶ 

.に
0

る
も
の
で
あ
る
!°
今
其
の
產
業
的
發
Ji
s
i
P就
V

-0
&

K
へ
.せ
1

即
ち
彼
等
は
，
旣
に
早
く
各
論
の
慾
塑V」

欲
浓 

{variety, of .wants 

a
n
d

 

d
e
s
i
r
e
s
)

マ」

を
|
2得
し
、
：而
も
是
等
に
刺
戟
_せ
ら
れ
て
彼
等
の
知
れ
る
限
6

S

の
土
地
の 

產
出
力
を
極
度
に
迄
利
用
す
る
の
で

あ

る

。
而
し
て
若
し
も
其
の
土
地
が
不
毛
な
る
場
合
か
、
又
は
土
地
の
能
カ
の 

服
界
^
到
翁
せ
る
場
合
か
ね
於
て
は
.、
彼
等
未
開
.の
人
々
は
.，屢
.々
'質
，易
商
^

(
t
r
a
d
e
r
s
)

芒

な

て

，
外
國
.の
產
物 

,

を
)»
久
し
、
之
に
利
澗
を
加
へ
て
外
國
：に
寶
卸
す
る
に
至
-)
た
の
て
め
る
。

ぺ
併
^
乍
ら
斯
る
事
態
.巧
存
績
.
_間
は
"
最
初
ょ
ぅ
木
安
危
險
で
あ
る
。
蔻
し
是
等
0
小
共
同
團
體
.は

"
殆

ん

ざ

絕

間 

な
さ
戦
#
狀
態
の
中
に
生
活
せ
る
も
の
で
あ
る
o
,勿
論
之
に
就
て
は
幾
多
の
原
_
が
あ
つ
た
。
か
の
純
然
た
.る
.未
開 

:

の
農
業
的
社
會
に
於
て
往
々
：聊
爭
の
原
因y

な

れ

る

も

の

は

、

其

：の

限

ら

れ

.た

.る

土

地

に

於

て

激

增

し

行

ぐ

人

口

の 

箪
な
る
腮
迫
に
外
な
ら
：ぬ
« 0

而
も
其
の
壓
迫
は
？
通
常
彼
等
の
粗
放
な
る
農
業
^
_

に
於
け
さ
木
作
の
ね
め
に
一
層

,

笫
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第

八

せ

*
0 く 

猛
烈
ざ
な
る
も
の
で
あ
る
け
れ
ざ
も
ノ
尙
ほ
其
の
場
合
に
も
侬
然
S
し
て
彼
等
は
；、
極
め
て
狹
隘
な
る
_
土
內
に
食 

物
を
搜
索
し
な
け
れ
ば
び
ら
な
い
。
.
®
に
於
て
斯
る
際
に
は
其
の
共
同
圓
體
は
、
®
々
武
裝
し
て
他
國
に
侵
入
す
る 

か
、
若
く
は
武
裝
せ
る
#

年
を
他
«
に
派
遺
す
る

か
し
て
、
自
己
よ
6

も
戰
鬪
力
乏
し
&

人
々
を
搜
索
し
、
或
よ
$ 

の
領
土
よ
6
彼
等
を
願
逐
し
*
成
は
彼
等
妇
別
留
めV

自
國
の
利
益
の
W

め
に
奴
練
と
な
し
て
、
其
の
領
土
を
耕
沄 

せ
し
む
る
£

0

2

1
气

耻

^:
是
れ
は
、
眞
匕
未
侧
の
蠻
人
の
場
合
に
は
其
の
必
要
に
追
ら
れ
て
行
ふ
に
至

6
し
も
の
に
し
て
、
又
愈
々
繁
盛
の
民
族
の
場
合
に
は
其
の
野
心
と
尙
武
的
精
神
と
よ
り
企
つ
る

に

及

べ

る

も

の

で 

あ
る
。

jr
く
し
てI

I

時
絆
過
す
れ
ば
母
等
の
都
市
的
共
同
國
體
Q:t

y
_
8
i
u
n
i
t
l
*
e
s
)

は
、
總
て
K

服
乾
た
る
か
皆
く
よ
波 

征
服
ボ
な
る
か
に
な
暴
る
，Q

S

る
0
或
る
場
合
に
は
征
服
國
家
は
、
被
征
服
國
家
に
對
し
て
？

貢
桃
を
以
て 

满
见
せ
る
こ
ど
も
あ
る
。
何
ど
な
れ
ば
一
方
に
於
て
被
征
服
者
は
、
此
.の
貢
稅
納
付
に
依
て
彼
等
自
#

の
海
陸
跟
事 

が
防
t

G
费
片
ど
煩
勞
ど
を
免
れ
、
而
も
斯
る
■

の
下
に
在
て
莫
大
な
る
經
濟
的
繁
滎
の
分
前
を
享
受
し
得
る
ゴ 

,共
:̂
:
謹

力

に1於
て
勢
力
*「

る
共
同
圓
體
は
、
：餘
剩
の
富
を
取
得
し
て
、
或
は
騾
齋
の
た
め
に
或
は
土
卞
の
た
め
に 

利
用
し
#
:る
：か
ら
で
あ
る
。
洵
に
斯
る
餘
剩
の
富
が
あ
れ
ば
こ
を
、
或
は
パ
少
セ
ノ
ン
?

 P
a
r
t
h
e
n
o
n

古
代
ア 

7-
ネ
市
の
守
酿
刺
殿)

及
び
プ
ロ
ビ
ー
リ
ア(the 

p
r
o
p
y
l
e
a

ア
-ア
ネ
市
の
ア
ク
口
。ホ
リ
ノ
ス
へ
通
ず
る
紀
念
街
路)

は
ま 

大
に
S

I1
5
Cせ
ら
れ
、
或
は
フ
ィ
デ
ィ
ア
ス
：沒

古

代

ア

テ

ネ

の

跟

刻

家
)

の
彫
刻
物
は
數
多
く
«

入
せ
ら
れ
、
或 

は
エ
ス
キ
ラ
ス(

f
e
s
c
h
y
l
u
s

古
代
希
臘
の
悲
劇
的
詩
人)

、
ソ
フ
オ
タ
リ
！
’ス

C
S
O
P
J
e
s

古
^

希
！
o
悲
劇
的

詩

人

0

イ

ウ

リ

ビ

ブ

ソ

ー

.ズ

(
Eurlpi<

5e
s

古

代

希

臉

の

書

0

的

詩

人

>

、 

古

代

希

臘

の

裒

_
作

者

)
I 
二
—

ズ

(
-
A
.
I
-
f
s
t
o
p

irw
s
e
s

著

名

な

る

劇

詩

の

題

材

を

構

诚

し
-？
:
!

る

祝

祭

は

、

花

々

議
续Bmajaai
譲
s
l
l
i
達
1
!!■遵 

し

1
I|

堪
fr
せ
ら
n
\i
の
c

併
丨
斯
る
狀
態
の
政
治
的
關
係
は
、：
人
類
の
進
步
ど
典
の
終
埽
的
利
益
と
^
収
\

其
の
繼1
せ
る
間
は
萩
だ
有 

用
で
あ
つ
た
け
れ
：

v

も
>
^
然
永
酿
性
の
要
素
を
包 

の
で
あ
る
。
凡
そ
小
征
服
共
同
刚
體
•か
典
の
征 

:
服
せ
る
人
.令
を
合
阱
せ
ざ
る
場
合
に
は
，
終
に
他
國
に
征
服
せ
ら
れ
て
、
滅
亡
す
る
の
を
常
ど
す
る
。
故
^
結
周
廣 

汎
な
る
領
域
は
"

此
の
奸
策
を
赞
行
せ
'る
人
々
I

例
へ
ば
羅
渴
人
の
手
に
歸
し
た
の
で
め
る《

即
ら
羅
馮
人
は
、 

他
に
樣
々
な
る
方
策
を
採
1[
]

し
扛
る
も
、
兎
に
^

彼
等
自
身
を
裕
福
な
ら
し
ひ
る
G

め
に
、
土
地
の
火
部
分
を
取
得 

占
有
し
、
又
其
の
地
.の
豪
族
を
ば
.其
め
統
治
湖
體
の
中
に
煨
用
し
て
、
國
家
の
消
長
を
共
^

し
た
の
で
あ
る
。
併
し 

羅
拋
帝
國
：の
陰
慘
た
る
經
濟
史
ば
普
ね
ぐ
人
の
知
る
所
^

し
て
：、
茲
R
細
說
す
る
必
耍
を
見
な

い

。

抑
も
富
の
不
平； 

等
な
：る
事
：實
が
一
度
生
じ
た
る
場
合
^

は
、
勤
勉
を
以
て
財
產
の
弊
窖
を
矯
IE
す
る
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
o 
0
 

か
，せ
ざ
れ
ば
其
の
不
平
等
な
る
事
實
は
、
愈
々
益
々
增
長
す
る
.も
の
で
あ
る
。
即
ち
富
の
火
部
分
は
"
極
め
て
少
歎 

の
年
中
に
歸
ず
る
の
で
あ
る
。
朱
れ
ば
羅
馮
帝
國
の
廣
汎
な
る
七
池
は
> 
結
周
に
於
て
比
較
的
少
數
滎
族
の
所
有
す 

る
所
ビ
な
ト
、
斯
く
し
て
ー
而
に
は
彼
等
の
衮
侈
の
た
め
に
、
班
^

又
彼
等
の
外
見
誇
示
の
た
め
に
、
非
常
に
高
偵 

ひ
る
生
產
物
が
好
況
を
每
す
ろ
ど
共
代
’

他
面
^

は
土
地
の
耕
耘
者
は
、
奴
隸
若
く
は
殆
ん
ご
奴
隸
狀
熊
に
近
き
小

作

八(slaves 

or 

s
a
i
l

 

tenants 

in 

a 

nearly 

g
o
l
y
l
o

2
n
d
i
、t
i
o
n
)

R
B
し
/
a
の
•て

あ
る
。
此
の
時
ft
ょ
-
 ̂し

て

.

.

.

.
:
:
:.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.
:

.

.

.

.

.
 

-

羅
糾
帝
國
の
富
は
"

漸
次
減
返
し
た
の
で
-あ
る
：。
遡
て
羅
捣
帝
國
建
設
の
當
初
^
於
て
は
ノ
其
の
公
的
收
入
並
k
富 

考
の
資
源
は
"

宏
壯
な
る
.公
私
の
建
物
を
以
て
少
な
く
ビ
も
伊
太
利
全
土
を
#

ふ
に
充
分
で
あ
つ
^
が
，
遂
に
失
政

.
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1九
八
>
:
:丨：
社
會
の
經
濟
的
發
達
に
關
す
る
ミ
少
の
見
解
に
就
て 

第

八

號

一

〇

、

- a
出

の

霧
V」

受
けv

爆

■

は
滅
亡
す
る
に
管
、
幾
：存
せ
る
—

も
.

の

馨

摄

菅

加

古

こ

I

.

ら
な
し
粼
き
乱
境
に
陷
れ
る
も
の
で
あ
る
。
即
ち
文
明
.開
化
の
羅
馬
帝
.阈
の
威
カ
及
び
富
カ
も
9
今
は
北
部
國
遽
に

接
近
せ
る
遊
收
民
の
侵
入
を
支
へ
藤
く
、
遂
に
駕
帝
闕
は
彼
等
卷
服
せ

ら

れ

て

、

絲
k

世
態
は
5

し
た
の
で

あ

る

o

ン
' 

……

ん
^
ば
世
^

ー
變
後
ひ
球
會
は
何
ぞ
や
タ
日
く
、
現
代
の
產
業
的
時
代(industrial 

s
t
a
t
e
)

是
れ
で
あ
るVJ。

現 

代
の
■

巴
？

を
構
成
せ
.，る

新

麗

.
の

下

に

於

て

は

、
何
れ
の
國
の
人
口
も
、
不
平
等
な
る
割
合
に
於
て
、
別
®

の

ニ

^

: p
^

く

は

ニ

ノ

称

.

.

.詳

言

す

れ

ば

征

服

者

及

び

被

征

服

者

.(

^

。

8

a

q

c

e
§

3 

S

P-t
h
e

 

c
o
n
q
u
e
r
e
d
)

 

J
A
y 

成

立

つ

美

へ

る

こ

ど

が

出

來

，る

：
，

^

^

^
 

後

者

は

土

地

の

耕

転

者

で

あ

る

。

勿

論

是

等

 

の

®

* /
者
マ

」

龈

も

、

或

る

種

の

條

件

を

以

て

土

地

の

占

有

を

許

容

せ

ら

れ

た

の

で

あ

る

が

、

其

の

條

伸

も

p

正

服

者

 

_

の

命

令

な

る

が

故

^

,

常

に

；哿

重

の

も

の

ガ

る

を

免

れ

な

か

つ

た

。

併

し

»

馨

の

境

遇

が

絕

對

的

I

奴

隸

狀

態

 

6

ぼ

1

る

〜

i

は

な

力

つ

た

.

.
旣

k

早

ぐ

羅

辟

帝

國

の

後

期

に

於

て

、

土

地

に

從

屬

せ

る

奴

隸

は

、

大

々

的

1:
ー

^

:

£

奴

(
a

 

k
m
d

 

o
f

 

s
e
r
f
d
o
E
」
5

り
變
名
併
し
乍
ら
羅
辟
人
の
植
民
地

(
C
o
l
o
n
!
)

は
"

現
實
的
奴
，

云
は
ん
：ょ
6

は
、
寧
ろ
賤
奴
，

(
v
e
l
l
e
i
n
s
v
v
l

.

.
然
る
に
野
9

的
征
服
黹
の
能
ヵ
が
、
個
人
的
^
.管
理
す
る
齑
業
上
.の
職
業
に
對
し
て
適
當
せ
ず
、
又
彼
等
の
趣
.味

.
が
之
士
合
致
せ
ざ
り
し
が
た
め
に
"

土
地
に
於
け
る
成
る
®

の
眞
實
な
る
利
益
は
*
之
を
努
力
の
刺
戟
劑(

a
a

對

し
.て

1

週

2

日
間
の
轉

働

を

提

供

.
し
忍
け
れ
ば
衣
ら
.ぬ
：

と
す
れ
：ば
、
殘

な
の
四
，日
間
吖
收
益
は
、
耕

耘

者
：自
身)

U

,

_

蹄
属
し
た
る
が
如
き
類
て
：あ
る
。
又
當
時
の
耕
耘
者
は
.、
通
常
域
內
の
消
-1
に
：必
要
な
：る
各
猶
の
食
料
を
供
給
せ
ざ 

る
可
ら
ざ
る
上
に
、
往
々
過
分
の
徵
級
を
被
つ
穴
の
で
あ
る
け
れV」

も
，
是
等
の
需
要
に
供
給
し
た
る
後
に
耕
敕
者 

.

.

.

が
收
獲
し
得
た
る
附
加
的
收
益
ば 
>
’悉
<
彼
等
の
自
11
1

に
處
分
し
得
た
る
も
の
で
あ
る
。
中
世
紀
を
通
じ
て
此
の
制 

バ
度
の
r

に
於
て
は
、
近
世
露
西
1[
5

^
於
け
る
が
如
ぐ
、
農
奴
が
財
產
を
獲
得
す
る
こ
ど
は
"
不
可
能
で
は
な
か
つ
た
。

.

現
に
露
g

tn
i

R

於
て
は
、

.

一
八
六
一
年
三
月
3

日̂

^

«

放

勅

令

(

ま

E
d
i
c
t

 

o
f

 

E
m

a
n

c
i

p
a

t
i

o
n

)

の
發
布
せ
ら
 

ノ
：
：

：•:
る 

眞

に

*

世

.

.

..
歐
羅
^

に
於
け
る
霄
の
漱
原
的
源
舉
^
丄
ョ
-
ぎ

‘
^

^

で̂
あ
る
。

,

;

斯
る
無
秩
序
掠
奪
の
時
代
に
於
て
農
奴
は
"

其
の
集
積
し
た
-る
極
ぐ
小
量
の
食
物
を
以
て
彼
自
身
.の
自
由(

€

ぽ
8,
0
3)

を
質
戾
す
か
、
若
く
は
脫
.龙
し
て
領
主
の
朿
縛
を
離
脫
す
る
か
し
て
、
羅
馬
帝
國
の
時
代
ょ
&
破
壤
せ
ら 

れ
ず
に
殘
れ
る
市
城
ぺ
鼠
居
し
た
の
て
あ
る
^
查
し
斯
る
避
雛
地
は
、
彼
等
の
‘階
級
の
人
々
に
依
て
圍
繞
せ
ら
る
、

■
が
故
に
、
彼
等
は
先
づ
此
の
地
に
住
し
.て
'

武
士
階
級
の
®L
慕
痕
籍
又
は
苛
®

强

取

(
g
t
r
a
g
e
s

 

s
d exactions)

.

を
铯
れ
、
以
て
安
全
に
生
活
せ
ん
と
欲
し
た
の
で
あ
る
。
是
等
解
放
せ
ら
れ
た
る
農
奴
は
、大
多
數
エ
匠
9
5.
60泛) 

.

.ど

.な
b

r

M
し
て
彼
箏
は
、
封
建
的
地
主
が
所
有
地
ょ
り
取
得
せ
る
.餘
剩
食
物
及
び
餘
剩
M
料V」

、

自

己

の

製

造

品

、
 

思
-を
交
換
し
て
，
其
の
生
活
を
維
持
し
た
の
で
め
る
。
玆
に
於
て
蓝
細
亜
諸
國
の
經
濟
狀
靡
に
相
對
せ
る
一
種
の
歐 

羅
巴
的
經
濟
狀
態
な
る
も
の
が
生
じ
た
の
で
あ
る
。
但
し
之
に
は一

の
除
外
例
が
あ
る
。
即
ち
亞
細
池
^
於
け
る 

ー
人
の
：國
玉
^
淄
^

及
び
艏
入
の
浮
動
的
刚
體
ど
の
代
办
に
、
歐
羅
巴
に
は
甚
だ
_
固
た
る
多
數
の
大
地
主
隙
級

,

笫
十
九
卷a

1
九
九)「

社
會
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綷
濟
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ニ
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パ':
社
#

の
經
濟
的
發
建
に
關
す
る
ミ
ァ
の
見
解
に

.就

.

.

\

1
A

J

一. 

• 

o

(
6
x
e
d

o
l
a
s
s
o
f

 great L
a
n
d
h
o
l
d
e
r
s〕

の
存
在
せ
る
こ
と 

> 
是
れ
で
め
る
.。
併
し
此
の
大
地
虫
階
級
は
、
奢
侈
虛
飾 

‘等
i

る
こ
す
が
出
f

か
つ
た
。
何
と
な
れ
ば
大
地
主
は
‘

之
を
.個
人
的
に
云
へ
ば
、
其
の
處
分
し
#

4

剩
の 

:收
：益
は
極
め
て
少
な
ぐ
"

即
ち
臂
時
の
社
龠
に
於
け
る
好
戰
的
慣
習
气
.
政
府
の
保
議
の
«

だ
薄
浙
f

し
こ
と
、 

，
の

た

め

に

、

大

地

主

は

長

I

其
の
餘
剩
收
缺
の
大
部
I

消
し
て
、
彼
等
自
身
の
安
全
保
譴
に
缺
く
^
ら
f

家 

臣
從
激
の
l
li
i

を
扶
持
じ
た
る
が
故
で
あ
一
る
■ 

°

.
,

©

淑̂
態
の
|:
1

會
は
>

»
濟
的
^
適
應
せ
る
照
細
11
[
1諸
國
に
比
.す
れ
ば
、
*

だ

堅

幽

に

し

て

、

個

人

的

地

，
位

も

y 

.安
全
な
る
が
故
に
"
自

ら
改
善
進
步
に
甚
だ
好
都
合
な
る
主
耍
の
一
理

凼

ご
^
,つ
た
。
‘從
て
此
の
時
弋

ょ
Q
し

て

出 

俞
の
經
濟
的
猶
步
は
、
，最
卑
少
し
も
中
斷
ぜ
■ら
れ
な
が
つ
た
の
で
あ
る
。
乂
生
命
及
び
財
庫
の
安
全
■

保
5

云
ふ
事

證
生
活
の
技
術
は
‘

不
斷
の
進
步
を
遂
げ

、

掠
奪
は
最
年
集
積

の

主

 

.要
な
る
源
泉(principal 

s
our

c
e

 

o
f

 

a
c

c
i

u
i

a
t

i
g

)

で

な

く

、

.

斯
く

し

て
封

建

⑽

^
維

巴

は
、
商

業

的

工

業

的

歐

 

1!
巴
た
る
^

に
至
達
し
/2
::
0
中
世
紀
の
後
半
^

至
て
は
、
伊
太
利
並
に
フ
ラ
ゾ
ダ
ー
ス
の
都
市
、
獨
乙
の
自
1|
:
1.市 

f

 

I
，

佛

醤

並

に

：英
吉
利
9
少
數
都
市
は
、
#

W
的H

匠

の

大

人

ロ

と

_多

數

養
 

し
/

预
し
て
彼
等
の
當
.は
、
«

造
エ
業
若
ぐ
は
斯
る
I

業
の
產
物
に
依
て
獲
得
せ
ら
れ
し
も
の
で
あ
る
。
所 

VI
南
の
.庶

民(
o
o
m
m
o
n
s
/

佛
簡
西
の
舘
三
階
級
S 'e

r
s
-
E
t
a
t
、

1
般
大
陴
諸
國
の
市
民
階
級(
b
o
u
r
g
e
l
)

な 

る
^

0
は
、
此
の
階
級
®
子
孫
^

あ
る
。
而
し
て
是
等
の
階
級
は
、
節
約g
級

(
s
a
v
i
n
g

 

c
l
a
s
s
)

化
し
て
、
吐
連
的 

S

族
の
孑
孫
は
、
浪
沿
階
級(

S
q
u
a
n
d
e
r
i
n
g

 

c
l
a
s
s
)

な
-

し̂
が
故
に
、
前
者
は
次
第
^
^
に
土
地
の
大
部
分
を
所
有 

し

て

遂
IV

後
者
k

代
る

.に

至

，つ

た

o

此

_め

自

‘然

的

傾

，

:
は̂

、

成
：石

場
合
代

は

現

：在

の

土

爲

所

有

著の

家

，族

に

.i

t

を
保
有
せ
し
ひ
る
0
的
を
以
て
立
案
.せ
ら
れ
た
る
稲
々
の
法
律
に
妨
|1
*
さ
れ
し
も
、
他
の
«
#
に
は
政
治
的
革
命
の 

为
'め
^

促
進
せ
ら
れ
し
こ
^

も
あ
る
"

而
し
て
迤
か
に
文
|]
)
]の
進
步
せ
る
諸
國
に
於
て
は
、
極
め
て
緩
漫
な
が
ら
も 

次
第
—

^
R土
地
の
直
接
耕
耘
渚
は
、
.奴
隸
的
若
く
は
半
奴
隸
的
狀
態
を
脫
却
す
る
R

至
つ
た
。
併
し
乍
ら
合
法
上 

の

地

位

並

，に,®
等
の
到
達
せ
る
經
濟
狀
態
は
、
歐
雛
巴
の
他
の
諸
國
及
び
歐
羅
巴
人
の
後
裔
に
侬
て
大
西
徉
の
彼
岸 

に
打
建
て
ら
れ
た
る
幾
多
の
火
共
同
間
體
に
於
て
は
、
著
し
き
相
違
の
存
す
る
を
見
る
の
で
あ
る
。

 ̂

^
v
. 

r 

へ..

「

.■.

.
>

現
今
の
仳
界
は
幾
多
の
廣
汎
“

る
地
方
を
&
含
し
、
_而
も
夫
等
の
地
方
に
は
前
八
の
»

念
に
す
ら
上
ら
ざ
り
し
^
 

稲
の
富
が
嗔
だ
.皿
靈
に
亦
在
^

る
办
で
^

る
o
去
れ
.ば
無
限
量
の
食
物
が
毫
も
强
制
的
勞
働
を
用
a
ず
し
て
牟
々
歲 

々
土
地
ょ
o
裸
取
せ
ら
れ
、
依
て
以
て
视
賞
的
生
產
者
を
維
持
す
る
の
み
な
ら
ず
、
夂
各
秫
の
促
宜
品
及
び
奢
侈
品 

.の
生
產
苦
く
は
之
が
運
搬
に
從
事
す
る
勞
働
奔
を
現
質
的
生
產
者
と
同
人
數
丈
け
、
否
時
に
は
遙
か
R
多
く
維
持
ず 

る
の
で
あ
る
。
而
も
他
而
に
は
多
數
の
人
が
？
是
等
各g

の
.勞
働
を
指
#
管
理
す
る
R

從
事
す
る
の
で
あ
る
。
加
ふ 

る
_
に

古

代

の

最

大

奢

侈

的

«1
:

會
：に
於
け
る
.：ょ
り
も
多
數
な
る
一
階
級
於
存
在
し
て
、
而
も
彼
等
は
或
は
直
接
^

生
逄 

的
な
らH

•
.る
職
粱
に
從
事
し
，
.或
は
全
：然
職
業
を
有
せ
ざ
る
も
の
で
あ
る
斯
く
收
獲
せ
ら
れ
た
る
食
物
は
、
少
な 

く
と
も
商
一
：
の
地
方
に
於
て
：は
.、
：從
前
ょ
り
も
遙
か
k
多
數
な
る
人
ロ
を
確
赏
に
支
持
し
て
，
而
も
.
則
の
歐
羅
巴 

史
上
に
屢
々
見
受
く
る
週

^

㈣

飢
馑
の
襲
來
ょ
り
彼
等
を
免
れ
し
め
た
も
の
で
あ
る
。
然
る
k

此
の
週
期
的
飢
11
の 

襲
來
.，は
、
朿
洋
諸
國
^

於
て
は
.現
今
す
ら
稀
有
の
亨
實
さ
謂
へ
な
い
の
で
あ
る
。
斯

0
如
く
®

の

數

量

は

"

大
い 

に
吧
⑽
せ
る
S

共
に
、
食
物
の
貴
質
及
び
種
類
も
、
亦
頗
る
改
善
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

第

十

九

卷
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H

I

O
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一
二c

ニa

社
\ %
'

'0!
.經
濟
的
發
鐵
に
關
す
る
ミ
少
の
見
解
|.
:
!就
1:

ニ
ー
*

::
:

他
方
に
於
て
食
物
以
外
の
便
菌
品
と
齋
侈
品

と

の

利
用
は
r
最
早
少
數
の
富

裕

階

級

(

o

u

s

t
 0

1
 

s

f

ら
れ
ず
し
，て

®
t.
R
於
,̂「

石
各
;¥
階
級
の
間
に
按
た
覺
富
に
行
き
1:
る
に
绝
つ
た
。，
且
乂
暴
等
の
共
司
闓
豊
W
、

何
等
か
豫
期
せ
ざ
る
ほ
讷
に
，適
應
せ
し
め
ん
が
^
め
に
採
用
す
.る
集
合
的
資
源
，：

(

8

g
.a
ミ

r
e
s
o
u
r
c
e
s
:
r
^

fr
1'
^

は
成
は
海
^
取
を
劍
枓
し
、
或
は
^

艿
な
る
ざ
裝
飾
な
るV」

を
問
は
ず
公
共
事
業
を
經
營
し
、
成
は
西
印
度
奴
■
の

滕
金
，(

^
s
o
n
)

の
如
さ
腿
家
的
博
愛
行
爲
を
實
符
し
、
或
は
植
民
地
を
建
說
し
、
或
は
興

の

.住

民

を

敎

育

し
、
'或
.

は

結

傾

に

，
於

て

經

營

を

發

す

る

：
こ

ビ

ゼ

遂

行

し

 

>
而
.も
之
が
遂
行
に
際
し
：て
も
其
の
住
民
の
必
要
品
若
ぐ
は
實
質
的

慰
安
t

へ
糧
に
供
S

る
所
の
能
力
0
デ

|

3

に
母
6
到
れ
ば
、，ー
斯
の
如
ぎ
は
寄
過
去
の
世
界
の
未
だ 

嘗
て
知
ら

^

ら
し
所
で
あ
る
:0
:

;
:

:

^

^

^
ら
近
代
の
產
槳
的
來
^

陣
^
 ̂

前
述
ぜ
る
如
く
總
て
の
雜
に
於
て
、
夫
等
0
共
同
圓
鸷
が
^!
互
，
 

に
站
/:
し
き
弟
異
を
示
せ
る
こ
是
れ
で
あ
る
ノ
即
ぢ
過
去
の
時
代
に
比
す
れ
ば
夫
等
の
共
同
團
豐
は
*
河
れ
も 

E
窗
を
保
卷
す
る
け
れW

も
"
其
の
保
有
3

程
度
に
も
，著
し
き
差
異
が
あ
る
。
現
に
最
大
な
る
赏
裕
國
ミ
_
せ
ら
る 

、
ニ一 :!|

の
國
に
於
て
さ
へ
、
或
る
國
は
其
の
.生
產
的
資
源
を
他
國
よ
り
も
一
曝
完
全
に
：利
用
し
、
且
其
の
®
域
の
範 

圍
に
比
し
て
邦
の
獲
得
す
る
收
益
は
他
國
よ
.り
も
甚
だ
多
最
な
る
乙
と
&;
あ
る
。
又
夫
等
の
諸
國
は
、
啻
に
富
の
数 

最
に
於
で
栩
違
せ
る
の
み
な
ら
：ず
"
皮
國
箭
增
殖
の
速
度
に
於
て
も
相
違
せ
る
も
の
で
あ
る
。
®
に
富
の
分
配
に
於 

け
る
相
違
0

事
實
は•

常
の
生
產
に
於
吹
る
よ
々
も
.遙
か
に
■

■
で
あ
る
。
即
ち
务
國
最
貧
階
級
の
，上
位
に
右
る
&
 

隈
級
問
に
於
け
5.
比
例
的
人
ロ
$
赏
裕
マ」

の
關
係
：も
、
亦
甚
だ
し
§

相

違

が

あ

：
る

。
.
，

次

，に

士

池

の

收

益

E
本

來

配

分

せ

，ら

る

、

階

級

の

本

質

其

物'及
び

意

義

に

も

、

:#
他

に

於

.で
少

^
か

ら

i於

柑

笼

t:

る
も
0
で
あ
る
。
即
ち
或
る
地
に
於
て
は
、；
他
主
が
一
階
殺
に
合
體
し
て
、
產
業
じ
.從

事

す

る
： .

諸

^

^

ど

殆

ん

ざ

全 

ぐ
分
離
せ
る
處
も
あ
れ
,|
/

、
他
の
地
{:
於
て
け
、
土
地
^
,
所
有
者
が
«1
'ぼ
一
般
に
»

_
を
所
有
し
て
、
屢
々
彼
等
自 

身

が

之

を

使用
す
る
:1
:
地

耕

耘

奔Is
る
處
も
め
る
o
而
し
て
.地
.主

段

身が
其

の
所
有
地
を
耕

耘
せ
ざ
る
場
合
に

は

、 

往

々

地

，
.主

V
J

勞
働
激
/
/

」

の
間
^
仲
介
者(

2
1
1

〖 m
e
r
§

d
i
a
t
e
.

 a
g
e
n
c
y
)

が
存
布
す
る
。
此
の
冲
介
考
は
勞
働
^
の
生
活 

資
料
を
前
波
し
、
生
產
要
具(

i
n
s
t
r
u
m
e
n
t
s

 

o
f

 p
r
o
d
u
c
t
i
o
n
}

を

供

給

し

、

又

地

主

に

一

定
の
地
代(

a

 

rent)

を
支 

: ®
ひ
て
其
の
殘
餘
の
收
益
を
悉
ぐ
0

己
の
掌
中
^
収
得
す
る
の
で
あ
る
。
成
は
他
の
場
合
に
は
、
地
主
、
i
H地
人
、
 

及
び
努
働
者
が
取
に
收
益
分
受
激
た
る
^

過
ぎ
ざ
る
こV」

も
あ
る
。
觅
^
製
造
エ
業
は
、
往
々
此
處
彼
處
の
®
入
に 

依
て
，
®

營

せ

ら

る

、
も
の
で
あ
る
が
、
斯
る
飢
人
は
必
要
な
る
道
具
若
く
は
機
械
を
ば
成
は
所
有
し
或
は
賃
借
し
、 

而
も
所
要
の
勞
働
は
彼
等
自
身
の
家
族
の
勞
働
以
外
に
殆
ん
r

之
を
雇
傭
せ
ざ
る
も
の
で
あ
6

。

又

电

の

場

合

^

は 

製

&

エ

業

ヵ

同一の
連
物
內
に
多
人
數
を
集
め
て
作
業
す
る
こ
ど
も
あ
る
け
れ
ざ
、
之
^

必
要
な
る
«

雜
高
價
の
« 

槭
は
、
*
裕
な
る
製
造
工
業
家
の

所

有

に

屬

す

る

の

で

あ

る

。

同

、一

れ

相

違

は

フ
I t

業
取
引
の
點
に
も
亦
存
す
る
。 

抑
も
姉
賣
商w

h
o
l
e
s
a
l
e

 

operations)

は
、
大
資
本
を
用
ふ
る
に
非
ず
ん
ば
行
は
れ
難
&

が
故
に
>
斯
る
大
資
本
の 

存
许
す
る
接
^

に
於
て
營
ま
る
、
の
を
常
士
す
る
。
然
る
に
小
賣
商(retail 

dealings)

の
果
^-
す
る
資
本
は
、

E
 

額
に
達
す
る
に
は
相
違
な
い
け
れ
ざ
も
、
是
れ
は
.集
合
的
の
意
味
に
於
て
互
額
の
資
本
ざ
謂
ふ
に
過
ぎ
な
い
0
故

 ̂

ネ
賣
商
は
、
往
々
小
店
に
於
て
營
ま
れ
、
而
し
セ
¥

ら

自

己

の

家

族

、
及
，
び

時

^

は

|
人
か
ニ
人
か
の
丁
1

ど
共
に
、
 

商
人
自
身
の
個
人
的
努
力
代
依
て
行
は
る
、
の
を
常
マ」

ず
。尙
ほ
.小
賣
商
が
..時
に
大
店

.

鋪
を
構
へ
る
こ
と
も

あ
る
が
、 

其

の

資

金

は

篇

营
.

個
人

®

:

C

は
組
合
の
供
給
す
る
所
に
す
、
且
其
の
取
极
機
關
鏡
多
©
有
給
尝
店
員
ょ

尔

十

九

怨

(.一

二 
0

S

甜
#

の
敍
濟
狗
發
讀
.
.に
.關
す
.る
ミ
ル
. 0

見
解
.
.に
就
；て 

第
飞
！̂

1

I
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、
第

十

九

怨

(
一

ニ
0
四)

：：
社
會
の
經
濟
的
發
逮
に

.

^

^

る
.

ミ
)1
/
'

の
見
解|:
‘就
弋

 

第
八
號

 

一
一̂

•
C
N

成

る

の

で

あ

る

。

 

，

'

.
扠
て
經
濟
現
象
に
於
け
る
是
等
の
相
違
は
"
通

常

所

謂

文

明

世

界

の

各

地

.
に

存

在

ず

る

事
實
で
あ
る
け
れV

も
"
■ 

吾
々
が
旣
に
詳
論
し
た
る
||
十
彻
，の
時
代
は
、
悉
く
現
代
に
於
て
も
何
ほ
世
界
の
何
處
/J

7

に
亦
縐
せ
る
も
の
で
あ
る
。
 

即
ち
狩
獵
的
共
同
削
體
は
、
今
も
尚
ほ
龃
米
利
加
に
存
孩
し
，
遊
牧
的
共
同
圓
體
は
、
妞
羅
比
取
ど
北
部
亞
細
亜
の 

平
股
V
J
k存
在
す
る
:0
又
今
日
の
柬
洋
社
會
は
、
其
の
本
質
上
：ょ
り

云
へ
ば
、
過
去
に
於
け
る
进
洋
社
龠
と
何
镣
の 

例
違
す
る
所
を
見
な
い
、
現
今
の
露
西
取
大
帝
國
は
、
幾
多
の
點
.に
於
て
封
建
的
歐
羅
巴
の
典
型
に
し
て
■、
殆
ん
ざ 

變
改
の
_

へ
ら
れ
た
る
所
が
な
い
の
で
あ
る
。
兎
に
^

人
間
社
會
の
諸
大
典
增
は
、
エ
ス
キ
モ
！
人
若
ぐ
は
パ
タ
ゴ 

一
一
ャ
人
の
11
會
に
3-
:

る
选
雜
て
現
存
す
る
の
で
あ
る
。

?

^

. Mill, 

Pi inciplcs 

of Political. .
E
c
o
n
o
y
y
,

 

edited 

cr
y 
名
.J. 

A
s
h

 
一
 ey. 

P
r
e
l
i
m
i
n
a
r
y
. K

 e
m
a
i
l
s
,

 

p
p 9 -2〇

.)

H
 

. 

. 

. 

.41

⑴

パ

パ

■

.

 

.

- 

_

:

:、
.

.

.

.

.
：
 

’
‘

上
來
勰
述
し
た
I

ョン

。
ス
チ
ブ

ー

ト

:
、：グ
の
社
會
の

經
濟
的
發
達
論
は
，
彼
の
時
代
に
於
て
は
大
い
に
卓
越

せ
る
も
の
で
あ
つ
た
f

而
し
て
彼
の
叙
述
の
結
構
は
大
體
k
於
て
獨
逸
の
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
•
リ
.
ス

卜

の

夫

れ

を

踏

襲

せ

る
も
の
、
如
く
、
即
ち
狩
獵
劳
く
は
漁
撈
の
時
代(

或
は
野
蠻
狀
態)

、牧
畜
苦
く
は
遊
牧
の
時
代
"
農
業
の
時
代
"

及

び

澈

^

の

時

代

な

る

四

^

&

に

分

た

れ

て

あ

る

ゾ

(

^

r
f
s
t
.

 

T
h

e

 

N
a

t

o -n
a
l

 

S
y

s
t

e
m

 

o
f

 

p
o
l
i
t
i
c
a
l

 

E
c

o
n

o
m

y
,

t
i

s
.

 

b
y

 

s.s. 

L
l
o
y
d
,

 

1916
, 

p. 

9
3
.
)

併
し
乍
ら
s

後
1

何
も
な
く
、
殊
に
*
逸
の
學
教
に
依
て
所
謂
經
濟
Mi

の

立

^

ょ

6

之

(-
:

就

て

材

«

あ

ろ

幾

多

の

硏

究

が

發

表

6

れ

て

思

る

K

の

優

な

る

も

の

に

、

シ

ユ

モ

I

ラ

I

の

經
 

濟

#

麻

理

ぁ
>

(

？

6

?

 s
c

f
o

l
l

?

 

O
T
U
n
d
r
r
s
s

 

へ
。r

 

>

l

f
 

J
l

^
r

x

 

V
O
I
k
w
w
r
r
t
s
c
h
p
?
7
0
h
r

ぐ

V

又
p

i

匕
，
丨
の「

國
民
經
濟
の
成
S
L
が
め
る
。(

K
l
. 

.Kicker, 

s
o 

M

u

l

l
 

200
7
3
.
>
尤
名
後
者
の
見
解
に
對
し
て
は
多
少
訂
JE
を
耍
す
可
&
點
は
あ
るo .

典
の
他
英
國
に
は
力
ゾ
一
一
ン
ガ
ム
の
*
 

歐
文
一
明
史
i

 c
u
l
g
b
a
m
,

 

1

3

 

^
 

w
o
g
o
B
^
O 

A
l
s
,

 

f

 
1
9
8
}

が
ぁ
る 

E
 

.

J

s
今
丨
至
て
は
プ
方
の
氣
が
源
論
は
之
を
取
扱
ひ
て
、
其
の
記
述
も
亦
ミ\

の
夫
れ
.に
優
る
所
が
多
い
の
で
あ
るo 

:■

翻
て
^

^

^

^

. *
に
 

部
逸
の
歷
史
派
經
濟
學
考
に
依
て
非
離
せ
ら
.

<
?

、
の
は
、
何
故
で
あ
ら
ぅ
か
。
無
論
社
會
哲
學
に
於
け
，v
ミ
ル
の
0
 

究
方
法
は
、
必
ら
ず
し
も
安
常
な
る
も
の
で
は
な
い
。
併
し
乍
ら
嘗
て
獅
乙
滕
史
派
經
濟
學
'の
泰
斗
.ゥ
.序
ル
へ
ル
ム
• 

t

シ
ャ
丨
If
士
の
ミ
>

を
指
し
て「

彼
の
頭
腦
は
史
的
に
非
ず」

(
w
.

 

R
o

f

 

G
e
s
l
t
e

 

d
e
r

 

f

 

O
e
k
o
n
o
m
i
k

 

in 

D
e
u
t
s
c
w
s
d
,

 

1
8
7
4
, 

ss.. 1
0
1
2
.
)

ヒ
批
評
し
た
る
言
は
、
直
ち
^
肯
宛
し
て
は
な
る
ま
い
。
可
と

な
れ
ば
'若
し
ロ
ッ
シ
ャ

l
lf
±

の
批
評
が
ミ
ル
k

歷
史
的
硏
究
方
法
の
資
質
な
し
？
云
ふ
意
味
に
於
て
放
た
1
た
も 

の
で
あ
る
せ
ず
れ
ば
、
ミ
ル
の
執
鑛
し
た
る
他
の
諸
論
文一

：

例
，へ
ば「

ミ
シ
ュ
レ
ー
の
佛
蘭
西
史」

及
び「

ギ
ゾ 

l
ll
^

il
i
i-」

：
の
☆

さ
.
ctd
o
t
h 

are 

contained 

l.n 

M
i
l
P
s

 

Dissertations, a
n
d

 

D
J
S
C
U
S
S

o-n
w
v
o
l
.

 

II 

ノ_
c 
3

.ら
さ
る
^

以
を
示
し
て
思
る
か
ら
で
め
名
。
併
し
ミ
ル
の
經
濟
學
化
は
歷
史
的
研
究
方
法
の
應
用
せ
ら
れ
た
る
所
が 

甚
だ
少
な
いw

云
ふ
こ
ど
は
、
之
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。(Qiffe 

Leslie, 

E
s
s
a
y
s

 

irr 

political 

a
n
d

 

M
o
r
a
l

 

p
h
i
l
o
s
o
p
h
y
,

 

100
7

9

,

2̂
4
4

〕

今

邦

の

適

例

を

來

め

て

も

、

僅

か

に

旣

出

の

部

分

と

第

二

：編

第

六
、
七
、
八
の
三
章
位

に
任
ま
る
o
玆
に
於
て
私
は
、
ミ

ル
が
歷
*
的
硏
究
方
法
を
餘
々
に
適
用
甘
ざ
6

し
理
由
を
尋
ね
な
け
れ
ば
飞
ち

3
-
0 

■
笫

十

九

卷9
}

s)

社
僉
の
罄

I

連
に
關
す
るi

の
見
解
に
就

て
 

J

J

 

ニ

五



笫
十
.九
#

C
I
U
O

六)

社
會
の
經
濟
的
發
建
^
關
す
る
ミ
少
の
見
解
に
就
^

第
：八
：號

1
1

六 

今
ミ
ル
の
少
壯
時
代
に
於
け
る
、BE
X

®
人
物
を
數
ふ
れ
ば
、
営
.時
第1

流
の
社
會
哲
學
者
は
ジ
ズ
レ
ミ
イ
•
ベ
ン
ナ
ム 

で
あ
り
、
«

威
あ
る
經
濟
學
者
は
デ
グ
ィ
ス
ド
5

力
ー
ド
才
で
あ
り
、
優
秀
な
る
政
治
见
想
家
兼
心
理
學
者
は
父
ジ
ヱ 

イ
ム
ス

：
、、ル

で

あ

\

又
代
表
的
法
#
學
者
は
ジ
ョ
ンC

オ
I

ス
チ
ン
で
あ
つ
た
0

殊
に
ス
チ
ユ
ア
I

ト
•
ミ
ル
は
、
リ 

力

ー

ド

ォ

の

杣

象

學

說

i
經
濟
現
象
を
：支
配
す
る
現
實
カ.VJ

を
鐵
圆
な
る
科
學
的
體
系
に
組
立
て
ん
と
努
力
し
た
が
、

見
_

に
失
敗
し
た
。
而
し
て
彼
は
>

人
類
社
會
の
全
史
を
硏
究
せ
ず
し
て
>
人
類
の
觀
念
の
起
源
ど
其
の
發
達
ど
に 

關
す
る
適
切
な
る
现
論
を
與
へ
ん
さ
欲
し
た
け
れV」

も
、
同
じ
C

成
功
し
な
か
つ
た
。
無

論
其
の
點
に
は
無
理
が
あ 

つ
れ
。
併
し
乍
ら
ス
.チf

ア
ー
ト
•
ミ
ル
が
其
の
體
系
の
確
立
に
，失
敗
し
れ
か
らV」

云

つ

て

、
‘
彼

を

難

ず

る

の

は

常

を 

得
て
暦
な
い
。
夫
れ
は
"
父
ジ
Z
イ
ム
ス
•
ミ
ル
の
受
く
可
&

所
で
あ
る
。
何
i

な
れ
ば
ジh

イ
ム
ス
t
、、
ル
が
其
の
子 

ジ
"
ン> 
ミ
ゲ
に
施
し
た
る
訓
練
は
、
.總
て
の
獨
創
を
粉
碎
す
る
も
の
て
あ

又
父
の
採
用
せ
る
方
法
に
對
し
て
子 

は
：過
度s

信
賴
を
措
か
せ
，ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
m

に
注
意
す
可
き
こ
さ
は
、
前
記
の
ベ
ン
サ
ム
、
リ
力
！
ド
ォ
、

ォ
f

ス
チ
ン
、

s >

エ
イ
ム

メ 

•ミ
ル
等
が
何
れ
も
ス
チ
T
i
r
l

ト

o 

£

ル

の
所
謂
歷
史
の
哲
學(

ph
i
l
o
s
o
p
h
y o

f

 history)

を
«,
視
し
て
思
る
點
で
あ
る
..
°
其
の
詳
細
は
、
例

へ

ばL
e
s
H
e

 
Stephen, 
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h
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を
參
照
せ
ら
れ
た
い 

o 

然
る
に
^
チ
ュ
ア
|

ト
:.
ミ
か
は
、：
幾
多
'0
點
に
於
て
是
等
の
功
利
主
義
者
の
影
響
を
受
け
穴
け
れ
^

も
、
歷
史
を
無 

視
す
る
點
丈
け
は
免
る
\
4>
得
た
？

1 

.然

ら

ば

何

故

に

ス

チ

。
チ
ア
ー
ト

C

ミ

，
は

歴

史

を

無

祖

す

'る
乙
と
を
免
れ
得
た
の
で
あ
：る
か
-.換
言
す
れ
ば
ミ
ル
に

諸

，
；
^

:

^

"

：

f

 

:

;

s

_̂

:

sg t
M

;

^

2̂

_

I A
l ^

,
^

“

n

H

H

N

M

r

^

^

^

ト

で

あ

る

.。
彼

'は

.自
叙

傅

の

中

k
左

の

如

<
沄

ス

て

居

る

0

.

:

:

'
「

他
：ひ
.何
人
に
も
優
つ
て
政
治
上
の
新
し
い
考
方
を
私
代
辙
底
さ
せ
た
も
の
は
，
#

間
四
R

於
け
る
ず
y 

•シ
モ
y 

派

の

人

々

で

あ

つ

れ

«

は
被
等
が
初
め
.て
私
に
示
し
て
與
れ
た
人
間
進
步
の
自
然
的
順
序
に
關
す
る
組
織
的 

昆
诹
ど
、
特
に
彼
等
が
總
て
の
歷
见
を
組
織
時
代v

j

批
評
時
代
ど
i
o
r
g
a
n

o*periods 

a
n
d

 

critical 

p
e
d
o
d
s
)

に
今 

#

丨
た
^
カ
に
、
-
>た
<
感
fl
k

し
た
。
I
. . 

■
彼
等
の
出
版
物
中
に
は
又
頭
拔
け
て
優
秀V」

思
は
る
、
も
の
が
|
つ
あ 

ン

f

そ
の
4

に
於
て
は

虬
の|

般
觀
念
が
圓
熟
し
て
你
ほ
一
層
叩
確
な
そ
し
て
敎
訓
^
富
む
も
の
ど
成
つ
て
ゐ 

た

及

れ

は

ォ

ー

ギ

パ

ス

ト

•
コ
ム
ト
の
初
期
の
作
で
>

當
時
自
ら
ブ
ン
•
シ
モ
ン
の
弟
子
と
呼
び
、著
昝
の
扉
紙
に
も 

.然
ヵ
名
乘
？

营

？

あ
っ
た
。
此
の
論
文
の
中」

於
て
、

n

ム

ト

氏

塞

に

氏

が

書
i

引
例
を
以
て
例
證 

し
S

の
■

、
即
ち
A

s

細

け

る

三

個

の

階

段

の

自

然

的

證

S

說
霧

？

發
表
し
た
。
 

所
謂
三
個
の
階
段
4

は
、笫 
ー，，̂
神
學
時
代
、
次
に
形
而
上
學
時
代
、
最
後
^

實

晴

時

代

て

あ

る

。

：

：
私

，か
此
の
*
皆 

サ
ン

4
シ

痄
ン

派
及
び
.コ
ム

ト

の

示

唆

し

た

思

想

の

行

き

方

か

ら

享

け

た

.重

な

，る

恩

患

は

，、
次

の

點

に

あ

つ

れ

0

即

ち

 

私
は
-
姐
想
の
過
渡
時
代
の
特
徴
に
就
て
、
以
前
ょ
.

CV

も
遙

に

明

瞭

な

槪
f

得

、

斯
く
の
如
き
時
代
の
繼
的
及 

び
，年

^

ゼ

質
5T
.
A

性
の
正
诏
な
腐
性
.ど
誤
認
す
る
事
を
止
め
た
。
私
は
議
論
ば
か
.

噴̂
ま
し
く
、
礁
信
の
雜
願
な
^
 

代
を
通
々
越
し
て
、
批
；評
時
代
の
粹
ビ
組
織
時
代
の
粹V

を
集
大
成
し
て
未
观
を
翹
錤
し
た
。
即
ち
俎
想
の
無
枸
束 

f
i
^
-
0 V

」

凡
て
他
人
を
#，
せ

ざ
る

®

人
行
動
の
無
制
限
的
自
曲
を
備
ふ
る

ミ

同
時

に

、

何

が

正

何

が
抓

、

何
が
有
益 

何
が
有
窖
な
る
か
に
就
'て
の
確
信
が
，
幼
時
0 '
敎

育

„

肩

人

|
致

の

愉

操

と

^

依

っ

て

深

ぐ

感

銘

せ

ら

れ

、

⑴
性
艺 

人
生
の
實
經
驗
と

に

ょ
っ
て
堅
く
*
礎
づ

け

ら

れ

、

宗
敎
偷
理
及
び
政
治
上
の
過
去
現

在

.の

す

ベ

て

の

學

說

の

如
く

羊

九

卷(」

ニ
〇
七

〕

社
會
の
細
濟
rl
y

發
，

關I

、二
の
見
解
に
就
て
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：

社
#
の
經
濟
的
發
達」

關
す
る
ミ
ン
の
見
解
に
就
で 

第八魏
一一八

.

之
を
週
期
的
に
廢
棄
し
て
他
の
舉
說
に
移
る
必
要
の
な
く
な
る
時
代
を
翹
望
し
た」

。(

今

親

、
石

田

共

譯

ミ

ル

•自

叙

傳 

1
1
5
三

*

——
ニ
ニ 

一^

K

、J
.

s
*
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u

t
o

b
i

o
g

r
a

p
h

y
,

 

1

8
V 1
3, 

p
p

 

ニ
 6

3
-1
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.

'
，
次

に•ミ

ル

の

動

‘的

觀

に

至

大

の

影

響

を

與

へ

た

も

の

，
は

"

所

謂

ゲ

ル

マ

ノ

 

•コ
I

ル'
 
デ
派
の
歴
史
哲
學
で
あ
る
。 

;

之
に
就
て
ミ
ル
は
自
叙
：傅
中
に
左
の
如
く
云
ふ
て
房
ム
。

■ 

「

，；
.歐
洲
思
潮
即
ち
大
陸
恐
潮
の
感
化
が
特
^
第
十
八
世
紀
^
對
す
る
第
十
九
世
紀
の
：反
動
思
想
の
感
化
が
今 

や
^

^
と
し
て
私
の
心
に
注
ぎ
込
み
つ〜

あ
つ
な
タ
そ
れ
は
色
な
^
方
而
炉
ら
や
つ
て
來
た
。

j

つ
は
コ
I

ル
リ
ッ 

.

■

.
デ
：の
書
い
た
も
の
か
ら
で
、
.
ぅ
ー
7

 

^

の
著
作
ば
私
の
意
显
に
變
動
を
免
なS...

前
が
ら
大
い
■に
興
味
を
以
て
靖 

み
初
め
，で
ゐ
た
。
他
の
一
つ
は
親
し
く
交
際
し
て
ゐ
た
コ
ー

ル
ソ
ッ
デ
黨
か
ら
で
あ
る
。
：
：
此
笱
の
源
泉
か
ら
ざ
、

.;
:
.尚
ほ
又
私
が
當
時
の
趣
蘭
：W
.文
：學
と
絕
え
ず
接
觸
を
保
つ
て
ゐ
な
處
か
ら
、
私

ば

歐

洲

思

想

•家

の

意

見

の

一
般
的
颇
_

,
倒

に
«

つ
：
て

今

や

優

，勢

と

成

づ

だ

见

想

中

特

に

'次
の
擻
條
を
學
ん
だ
。
人
間
の
心
意
は
成
：植
の
順
序
に
依
つ
て
の
み 

:

進
步
が
可
能
で
あ
つ
：て
、
：成
る
事
柄
は
是
非
共
或
る
他
の
事
柄
に
先
立
た
ね
ば
な
ら
ぬ
.事
。、
.,

政
治
制
度
の
問
題
.

は
すV

て
相
對
的
に
し
て
絕
對
_
な
ら
ず
、
人
問
進
步
の
各
階
級
は
各
特
殊
の
制
度
を
有
せ
ざ
る
を
得
ざ
る
の
み
な 

卜
'
：
&;
:
•
.ず
'

叉
.有
す
可
き
も
：の
で
あ
る
琪
。：

：
政
治
上
の
ー
般
现
論
乃
至
®
學
は
何
れ
も
そ
の
®

本

ど

し

て

人

'類

の

進 

V

步
の
理
論
を
豫
想
し
，
人
類
®

步
の
理
論
は
即
ら
歷
史
钽
學
さ
同
一
物
で
あ
る
事
”

此
等
の
意
兑
は
大
體
R

於
て
眞 

,
:::「

 

之
を
誇
張
，的
k

且r

猛
烈
に
主
張
し 

て
居
：つ
.た
。
を
し
て
此
等
の
A:
ヶ
は
、
吱
動
^
通
例
で
あ
ろ
如
く
、
第
十
八
世
紀
の
.©
想
家
達
が
見
|2
所
の
锊
理
の

a
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g
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^
g
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g
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M
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^

s

l

^
.
u§

.を
輕
'視
し
て
ゐ
为
け
れ
ざ
も
，
さ
ゲ
ミ
て
私
は
之
：に
：對
す
る
反
動
に
は
、決
じ
て
加
擔
せ
ず
.
.興
越
の
他
(?
)
.マ
而
を
.も 

_
 

.採
用
し
/̂
へ
と
同
時̂
^
づ

八

世

乳

ヵ

^

與

し

れ

 

一
r
を
も
緊
.りV」

し
_て
ゐ
れ
。
十
九
，世
紀
，、

」

十
八
:^
«

マ

」

の
'
®

•

」

;

中
：

—

 

一

而
は
白 

<

1而
は
'黑
&

楣
に
就
て
の
戰
を
想
起
さ
せ
た
。
私
は
南
取
.の
鬪
士
が
玲
目
的
の
怒
を
以
て 

和
突
*

し

つ

、
あ

つ

た

の

を

不

孤

議

に

忠

つ

，
れ

。

私

は

彼

等

及

び

コ

I

ル
リ
ッ
デ
其
の
人
に
徵
し
て
、
コ

ー

ル

リ

ッ

デ

 

.
が
半
而
の
眞
理」

就
|て
云
つ
た
多
く
の
格
言
を
適
用
し
た
^ 0(
邦

！！

自

叙

傳

二

三

〇
|

ニ
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頁
りJ. 

s. 

g
u
. 

A
u
t
o
b
i
o
g
r
a
p
h
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,

べ
ン
：
サ
.
ム
: >
父
ミ\

の
靜
的
觀
に
背
て
ら
れ
た
る
ミ
ル
に
収

て
、
人
間
及
び
社
會
が
不
斷
の
進
化
の
途
上
^
狂
る 

も
の
と
の
^

解
は
、
骼
異
{:
«

す
る
も
の
に
相
違
な
か
つ
た
ら
ぅ
。
此
の
以
後
彼
が
如
何
に
歷
史
に
對
す
る
典
味
を 

.

.

.覺
立
ね
か
は
、
彼

の「

論
集」

四
卷
中
に
收
め
ら
る
、
幾
多
の
論
文
に
之
を
見
る
こ
3
が
出
來
る
。
無
論
ミ
ル
の
歷 

史
k

對
す
る
驚
異
は
、
今
日
ょ
り
之
を
觀
れ
ば
、
幼
稚
の
域
を
脱
し
な
い
が
、
兎
に
^
彼
は
十
八
世
紀
の
思
想
象
ょ 

3
進
ん
で
十
九
仳
紀
の
见
想
减
ど
な
る
こ
士
が
!!
1
來
た
、
併
し
彼
は
、
ダ
ー
ゥ
キ
ン
の
進
化
論
に
就
て
何
等
の
知
_

を
持
た
な
か
つ
た
と
云
は
れ
て
饵
る(
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蓋
し
ミ
ル
の
如
く
個
人
あ
る
を
^ )

つ
て
、
人
種 

.

• ^

る
圈
微
を
認
妁
ざ
る
人
に
取
て
、
ダ
ー
ゥ
坪X

の
進
化
論
を
容
る

、

の
餘
地
な
き
は
當

然

で

あ

る

。
即

ら

ミ

ル

は

、

,

十
八
世
紀
の
靜
的
觀
を
脫
却
せ
ん
ど
試
み
た
る
も
ノ
終
に
動
的
»

に
眯
達
し
得
ざ
る
矛
盾
を
苻
し
/'
<
:の
で
あ
る
0

此 

,の
點
_

就
-1
:

1

-1
:
河
合
榮
次
郞
氏
が「

經
濟
學
論
與」

第
，

一

卷
第
三
：號

に「

過
渡
的
思
想
家
ミ

し

て

の

ジ
,
ン
丨 

^
チ
ュ
ァ
ー
ト
>

ミ
‘

ル」

な
る
題
目
を
以
て
極
め
て
詳
細
な
る
硏
究
を
發
表
せ
ら
れ
て
居
る
。
依
て
私
は
其
の
槪
躲
を 
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猶
濟
的
發
逮
に
随
す
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八

跋

亡

ー0

J
g

述
す
る
に
留
め
た
0
參
照
あ
公
た
し
:0
..
'

以
上
霞
ぉ
な
が
ら
私
は
、
ジ
ョ
ン
•
メ
チ
,.
ア
ー
ト
，
ミ
ル
が
歷
进
哲
學
^
對
す
る
興
味
を
有
す
る
に
至
り
し
證
據
を 

緣
一
?1
し
た
精
3
<*
あ
る
。
所
ち
彼
が
、V

'

ン
ナ
ム
、
父
ミ
ル
、
ォ

I

ス
チ
ン
、
リ
カ
ー
ド
オ
等
と
,a

(

な
O

M
史
を
沿 

視
し
な
か
つ
た
點
を
明
か
に
し
た
。
然
ら
ば
ミ
.ル
の
經
濟
學
硏
究
方
法
は
、
歴
史
的
方
法
を
併
用
す
.る
も
の
な
-

CS

や 

:
と
の
疑
問
が
生
ず
る
で
あ
ら
ぅ
。
即
ち
彼
の「

經
濟
學
上
未
定
の
諸
問
題」

中
に
於
け
る
主
張
を
要
約
す
れ
ば
、
經 

丨
濟
學
の
硏
究
方
法
は
杣
象
的
推
理
法
と
觀
察V」

を
併
用
す
可
七V」

云
ふ
に
あ
る
。(J. 

s. 

Mill, 

E
s
s
a
y
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o
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r
I
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)

.尙
ほ
ミ
ル
の
經
濟
學
硏
究
方
法
に
關
す
る

.

.
意
見
は
、」

八
四
三
年
.に
出
版
せ
る
1
論
理
學
體
系」

に
詳
論
し
て
あ
る
。
而
し
て
彼
の
觀
念
の
要
點
は
、
次
の
一
句
.

I:
依
6

て
察
せ
ら
れ
や
ぅ
。
日
く「

自
然
科
學
の
硏
究
方
法
は
社
會
科
學
の
模
範
た
る
可
し」

气

(
A
u
t
o
b
i
o
g
r
a
p
h
y
,
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.

)

而
し
て「

論
理
學
體
系」

中
に
於
け
る
經
濟
學
硏
究
方
法
の
|?
_旨
は
、
先
天
的
推
a
方
法
と
、
特
殊
の
瞪 

• 

.

.

.
nn
及
び
數
學
的
物
理
學
に
，於
て
功
を
奏
せ
る
直
接
的
演
釋
方
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